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おわ りに

は じめに

明治政府 による琉球王国解体(琉 球処分=1879年)に よって、王国時代に公務 として御冠船芸

能に携わっていた人々は後 ろ盾 を失い、民間に下って舞踊 を教えた り、芝居小屋を構 えて組踊や

新たに作 り上げた琉球歌劇(沖 縄芝居)な どを上演す ることで、生計を立てるよ うになる。そ う

した流れの中で、早 くも明治26年 には大阪 と名古屋で沖縄芸能の本土公演が行われ てい る。そこ

では、「国の寿」 「団扇踊」 「女花笠踊」な どの舞踊 とともに組踊 「姉妹敵討」 「手水 の縁」な らび

に獅子舞まで も演 目に挙げ られていた。総勢20数 名 によるこの公演、演 目を見 る限 り画期的な公

演であった と考 えられ るが、残念 なが ら興業 としては失敗 であった ようである。本土の観客に理

解 され受け入れ られるには、時期 尚早であったのであろ う。

その後、本土における沖縄芸能の公演の機 会は徐々に増えたと考え られ るが、本格 的な公演が

企画 され、ヤマ トゥンチュに鑑賞 ・評価 されたのは昭和に入 ってか らと思われる。その背景 とし

ては、沖縄の研究者 による組踊研究の進展、沖縄県内における郷土研究の喧伝 、ヤマ トか ら沖縄

を訪れた旅行者の沖縄芸能鑑賞の機 会の増加 、SP盤 吹き込みによる沖縄民謡 などの普及 、折 口

信夫の芸能学の影響、民芸運動 による沖縄への関心喚起、などが挙げられ よ う。
ロノ

昭和3年 の八重山芸能の東京公演は、学術的な見地か ら注 目され、雑誌 「民俗芸術」 などで大

き くとりあげ られた。 昭和6年 の琉球舞踊 ・古典劇公演会 は、本土における組踊の本格的な紹介

の最初の機会 となった。そ して、昭和11年 の東京での 「琉球古典芸能大会」は、その後今 日まで

長 く語 り継がれ る、沖縄芸能史上画期的な公演 となったのである。

このように、昭和戦前期において、沖縄芸能の公演は規模 も内容 も着実に充実 したものになっ

・てゆ くのであるが、従来、それが どの ように評価 され、あるいは受け入れ られ たのかについては

ほとんど検討 されてこなかった。 さらに、そ うした公演が本土の芸能に もた らした影響について

はほ とん ど知 られていないに等 しい。



本論考 は、そ うした視座か らの研 究の端緒 となるベ く、資料を整理 ・提供 し、い ささかの分析

を試みた ものであ る。

昭和戦前 期の本土にお ける沖縄芸能関係年表

本論に入 る前に、まず、大正末か ら昭和20年 までの本土にお ける沖縄芸能関連年表 を提示 し、

本稿が考 察の対象 とす る本土における沖縄芸能の受容 について概観 しておきたい。以下に示す年

表は、便 宜上、大正14年 の名古屋の 「アサ ヒ蓄音機 」による沖縄音楽のSP盤(ツ ル レーベル)

製 作か ら事項 を起 こ し、昭和19年 の大阪 ・南進座での琉球歌舞団公演 まで、40項 目を盛 り込んだ

ものとなっている。映画関連を除いて40項 目を収録す る本年表は、先学の類似の年表 にはない規

模 となっ た。 この年表 を眺めるだけで、想像以上に本土において沖縄芸能の紹介 ・公演等の機会

が多かったことが伺 えるはずである。

なお、表 中、各項 目の末尾の[]は 典拠 を示す ものである。

◎昭和戦前期の本土における沖縄芸能関係年表

大正14年6月

大正14年9月 末

昭和元年12月 末

昭和3年4月11日

昭和3年4月12日

名古屋市にアサ ヒ蓄音機商会設立　 ツル レーベル レコー ドを制作(昭 和

14年 まで存続 、沖縄 民謡や琉球歌劇 ぐ組踊の録音盤 少なくとも202面 分

を制作。ただ し本土で販売 された形跡はない)

[渡久地政司 「大正末から昭和初期の 「琉球レコー ド盤」の出自を求めて」ほか]

啓明会講演会&展 覧会において親泊興照の舞踊の会

[『啓明会第十五回講演集』大正14年12月ほか]

普久原朝喜　 大阪でマル フク レコー ド設立

[「脈」第48号　平成6年1月 ほか]

第三回郷土舞踊大会　 八重 山舞踊公演(日 本青年館)

喜舎場永殉 ・宮良長智 ・国吉長演ほか総勢14名

(朝 日講堂で も単独公演あ り〉

白保節 ・トゥバラーマ ・ションガネ ・赤馬節 ・たらくじ節 ・与那覇節 ・月夜浜節

・布晒節 ・古見ぬ浦節 ・崎山ゆんた ・黒島口説 ・大原越地節など

[「民俗藝術」昭和3年4月 号ほか]

東京中央放送局にて八重山民謡放送(上 記演者 による)

[同上]



昭和5年1月21日

か ら28日

昭和6年8月6日

昭和6年8月12日

昭和7年9月24日

昭和9年?

昭和10年5月

昭和11年5月28日

昭和11年5月29日

昭和11年5月30、

31日

琉 球 民謡 と舞 踊(日 本 橋三越 琉球 展 覧会)

伊 野伶晃 ・阿波連 本 啓 ・山内秀 子 ・山内千 代子 ・玉 村律 子 ほか

上 り口説 ・下 り口説 ・八重瀬の万歳 ・万歳口説 ・こていぶ し ・瓦屋節 ・天川節 ・

新カナヨー節 ・谷茶前節など[『 琉球展覧会 目録』]

琉 球舞 踊 ・古典劇 公 演会(日 本 青年 館)

主催 民俗 芸術 の会

伊 差川 世瑞 ・輿 世 田朝保 ・新城 初 子 ・喜友 名榮 子 ・金城 里子 ・宜保 安 昌

・安里 永太郎 ・比嘉 房子 ・赤嶺 京 子

若衆扇子踊かぎやで風節 ・嘉手久節 ・出砂節 ・揚高禰久節 ・上 り口説 ・濱千鳥節

・伊一波節 ・長恩納節 ・四つ竹仲里節 ・花風節 ・下出述懐節 ・万歳踊 道行 ロ説 ・

うふん しゃ り節 ・さいんする節 ・仲良田節 ・瓦屋節 ・谷茶前 ・港節 ・揚作 田節 ・

束里節 ・赤田火風節 ・夜雨節 ・浮島節 ・かしかき ・加那 よ一天川 ・諸鈍節 ・組踊

「花売 りの縁」な ど　 [『琉球舞踊古典劇公演プログラム』 ほか]

東 京放 送 局か ら輿 世 田朝保 らが全 国放送(35分 間)

仲良田節 ・瓦屋節 ・シヨンガナィ節 ー場作田節 ・束里節 ・浜千鳥節 ・加那ヤ ウ節

・ハイユエー節

第7回 南島談話会(東 京尚志会館)

主要話題は 「船に関す る雑話」柳 田國男ほか

親泊興照 ・島袋光裕が出席

玉城盛義 ・伊差川世瑞 ら大阪で公 演?

[「東京朝 日新聞」]

[「民俗学」昭和7年10月 号]

〔丸山恵山 『大阪の沖縄紀行』]

「敵艦見ゆ　 久松五勇士」初演(東 京 ・歌舞伎座)

曽我廼家五郎一座　 (8月 に大阪歌舞伎座で も公演あ り)

[真栄田勝朗 『琉球芝居物語』]

東京中央放送局か ら全国放送

解説折口 信夫、出演金武良仁 ・玉城盛重 ・新垣松含 ・伊差川世瑞

かぎやで風 ・源氏節 ・述懐節 ・組踊 「二童敵討」・散山節　 [「東京朝日新聞」]

琉球古典芸能大会　 試演会(日 本青年館)

琉球古典芸能大会(日 本青年館)・

主催　 日本民俗協会

玉城盛重 ・新垣松含 ・玉城盛義 ・真境名由康 ・親泊興照 ・儀保松男 ・名

護愛子 ・新垣芳子 ・田代たか子 ・金武 良仁 ・池宮城喜輝 ・伊差川世瑞ほ

か



昭和11年6月6日

昭和11年6月7、

8日

昭和11年7月1日

～26日

昭和12年7月9日

昭和13年3月6日

昭和司4年7月1日

か ら

昭和14年8月1日

か ら

昭和14年8月9日

か ら

昭和14年11月14日

かぎやで風節 ・恩納節 ・長伊平屋節 ・中城はんた前節 ・こてい節 ・老人踊 ・か し

かき踊 ・上 り口説 ・花風節 ・谷茶前節 ・諸鈍節 ・四つ竹踊 ・下 り口説 ・濱千鳥節

・伊野波節 ・高平の万歳 ・しゆんどう踊 ・鳩間節 ・むん じゅる節 ・八重瀬の万歳

・天川踊 ・組踊 「執心鐘入」「花売の縁」「二童敵討」「銘苅子」ほか

[「日本民俗」昭和11年4月 号ほか]

琉 球 古典 芸 能公演(和 歌 山市　 和歌 山劇 場)

[「沖縄 日報」か、佐渡山安次スクラップよ り]

同上(大 阪 市 明治座)　 [同上]

東 宝劇 団 「情 焔賦 」 四景上 演

東 宝文 藝 部編　 町 田嘉 章作曲　 組踊 「執 心鐘 入」 の翻案
、

藤 間勘 十 郎振付

片 岡芦燕 ・市川 高 麗蔵 ・市 川壽 美蔵 ・坂 東 蓑助 ほか

[「演芸画報」昭和11年8月 号ほか]

琉 球古典 舞 踊 と講演 の 夕(電 気倶 楽部)

主催　 日本 民俗 協会

渡 嘉敷 守 良

かぎやで風節 ・こてい節 ・上 り口説 ・諸鈍節 ・濱千鳥節 ・加那よ一 ・高平の万歳

・前の浜節 ・八重瀬 の万歳　 [「日本民俗」第2巻 量2号]

トラ ウツ博 士送別 会(京 都 独逸 文化 研 究所)

大 阪在 住?の 男 女二人 ずつ

御前風 ・こてい節 ・上 り口説 ・笠の段 ・仲良田節 ・四つ竹踊 ・濱千鳥節 ・花風 ・

天川踊[「 風俗研究」第215号]

「琉 球 レ ヴユ ウ」(日 本劇 場)

伊波 南哲 原案 ・葉 村 み き子 演 出振付

東宝舞 踊 隊(桜 井七重 ・内本 實 ・澄川 久 ほか)

[「東京朝 日新聞」・佐谷功編 『日本民族舞踊の研究』ほか]

「琉球 レヴユ ウ」名 古屋 公 演　 [「沖縄 日報」]

「琉球 レヴュ ウ」京都公演

演劇と舞踊の夕(大 阪港区市岡会館)

主催　大阪球陽新報社

[同上]



昭和15年2月15日

昭和15年4月17日

か ら

昭和15年5月1日

昭和15年5月1日

か ら

昭和15年7月29日

昭和15年8月10日

昭 和15年8月11

日～20日

昭 和15年9月11日

～20日

昭和15年11月5日

昭和15年?

平良良勝 ・又吉栄義ほか

組踊 「執心鐘入」ほか　 〔新城栄徳「近代沖縄文化年表」]

「琉球お どり」(大 阪　梅 田映画劇場)

日劇 ダンシングチーム　 [同上]

「八重山群島」 〔日劇芸能 レヴュ ウ〕(日 本劇場)

巌きみ子 ・中井正子作振付 ・目劇ダンシングチーム

[「東京朝日新聞」・佐谷功編 『日本民族舞踊の研究』ほか]

大阪市此花区玉川町の戎座 を金城興行 部の直営 と し、沖縄演劇の専属劇

場 として公開。

第一回 目の興行は伊良波昇吉 ・我如古彌栄 ら十余名 による郷土芝居(6

月6日 まで)

「鴨川お どり」で琉球舞踊 「四つ竹」 「谷茶前」

ラジオ番組 「府県めぐり 沖縄県の巻」全国放送

解説島袋源一郎　 音源の中に民謡等あ り(全40分 間)

[「沖 縄 日報 」]

[「沖縄 日報」ほか]

かぎや で風節 ・ダンズ嘉例吉 ・国頭サバ クリ ・辺野喜節 ・宮古民謡 ・石垣民謡 ・

ハーリー唄 ・名護の盆踊唄 下四竹踊 ・伊良波昇吉一座 「首里城明渡」(大 正劇場)

・玉城盛重 「忠臣身替」の八重瀬　 [「琉球新報」昭和15年7月27、28日]

新垣 澄 子試演 会(東 宝小劇 場)＝ 新 垣 芳子 追善

新垣 澄 子 ・新 垣 久米 子

鳩間節 ・谷茶前節 ・濱千鳥節 ・四つ竹踊 ・上 り口説ほか

[「月刊文化沖縄」昭和15年9月 号ほか]

新 垣澄 子　 東 宝名人 会 に 出演(東 宝小劇 場)

新 垣澄 子 ・新 垣久米 子 ・日劇 ダ ン シン グチー ム

鳩問節 ・谷茶前節 ・濱千鳥節・四つ竹踊 ・上り口説ほか

「琉球 と八重山」 〔日劇ステージシ ョウ}

葉村みき子 ・巌 きみ子演出振付(日 本劇場)

新垣澄子 ・東宝舞踊 隊

「嘉数礼子舞踊発表会」(日 比谷仁寿講堂)

[同上]

[「東京朝 日新聞」]

嘉数礼子(6歳)の 舞踊 と伊波南哲の解説 ・河村只雄 の講演

8日 に早稲田大学演劇博物館でも披露

大阪 ・浪花座で沖縄芝居一座旗揚げ

大宜見小太郎ら

[「沖 縄 日報」]



昭和16年3月9日

昭和16年 春

昭 和16年5月1日

～25日

昭 和16年6月

昭和16年7月29日

昭和16年8月2日

昭 和16年9月27、

28日

昭和18年8月

昭和18年10月

昭和19年1月

昭和19年?

この ころほかに戎座 で金城南邦座元の一座、与力町の小屋で平安山英太

郎の一座な ど、大阪市内に三つの劇団が誕生

[真栄田勝朗 『琉球芝居物語』]

文化落語 「首里見物」(新 宿末広亭)

桂 華緑(小 文枝　改め)〔 「月刊文化沖縄」昭和16年5月 号]

東宝が 「琉球 レヴュー」舞台模型出品

ベル リンにおける ドイツ外務省主催 日独伊三国同盟記念 日本展

[「月刊文化沖縄」昭和16年1月 号]

「敵艦見ゆ　 久松五勇士」再演(新 橋演舞場)

曽我廼家五郎一座　 [「演芸画報」昭和16年6月 号ほか3

「椿説弓張月」 に 「琉球」 「紅型」「平和なる八重 山」

宝塚歌劇雪組(中 村武夫作 ・葉村みき子出演)(大 劇場)

読売の夕(田 園調布 グラウン ド)

東宝舞踊隊

琉球舞踊　 [「月刊文化沖縄」昭和16年9月 号]
も

銃後後援会強化の集ひ(後 楽園スタヂアム)

主催　 愛国婦人会　 東宝舞踊隊

「臼太鼓踊り」ほか　 [同上]

東宝舞踊大会(東 宝劇場)

新垣澄子

鳩間節　 [同上]

「琉球歌舞団」公演(浅 草国際劇場 ・築地国民小劇場)

仲井真元楷 主宰 ・仲井真盛 良 ・平安山英太郎 ・真喜志康三郎ほか

万歳敵討 ・親あんま ・獅子舞　 [真栄田勝朗 『琉球芝居物語』]

大阪で渡嘉敷守良舞踊研究所開設

会長豊川忠進、理事平尾喜代松 ・真栄 田勝朗 ・阿嘉繁 ら

金城 南邦一座 と仲井真元楷の琉球歌舞団が合 同公演

大新城忠勇伝 ・女よ強くあれ

琉球歌舞団公演(大 阪 ・南進座)

渡嘉敷守良特別 出演

,[同 上]

[同上]

'

〔同上]

注　 本年表では、映画は除いてある。

出典 ・典拠は主なものだけを挙げた。

人名 ・演 目名は典拠の表記を尊重 した。



第1章　 沖縄を訪れたヤマ トゥンチュが観た沖縄芸能

戦前期は、今 日とは異な り、観光 目的で一般人が沖縄 を訪れ るとい うことはほ とん どな く、県

外か らの来訪者は、役人や企業人、ジャーナ リス ト、教員、研究者な どのいわゆる知識人が大半

を占めていたと思われ る。 これ ら県外 からの来訪者 は、それぞれ の目的 を果たすかたわら、多 く

は、主として那覇滞在中に沖縄の芸能に触れ る機会を持っていたよ うである。それは、おそ らく

県外からの来訪者の もてな しかた として、王国時代に冊封使歓待 のために舞台芸能が披露 された、

その伝統を受け継いでいる とも考 え られ るし、時代背景 として、昭和に入ってか うの郷土研究の

進展、三線や舞踊などに対する関心の深ま り、伝統芸能の保存の機運の高ま り、な どを指摘する

ことも可能である。

そ こで、まず沖縄 を訪れたヤマ トゥンチュが沖縄滞在中に観た芸能について、 どの ように受け

止 めたのかを、主 として彼 ら自身が残 した文章か ら見てゆ く。提示 した資料 は、伊東忠太 ・半澤

正四郎 ・安藤佳翠 ・濱 田青陵 ・島 田貞彦 ・下村海南 ・飯島曼史 ・折口 信夫 ・長 田尭春 ・井上友一

郎 ・板原兵三郎 ・松 田毅一 ・藤 田嗣治 ・佐谷功 ・島公靖 ・外村吉之介 ・柳宗悦 ・若 山浩一 ・火野

葦平 ・杉山平助 ・服部一木 ・須藤利一 ・蘭郁 二郎 ・遅塚安三 ・遅塚冨彦 ・小山周次 ・坪谷水哉 ら

が書き残 した紀行文等からの抜粋である。彼 らは、芝居小屋、辻、そ して地方での特別に用意 さ

れた機会などで、沖縄芸能に触れ、その印象や感想 を率直に語っている。芝居小屋 な どでは、 し

ばしば、県外か らの来訪者に対す る歓迎の気持 を込 めた特別公演 も行われた りしてお り、そ うし

た厚意に応 える意図も彼 らの文章 には込め られているように思われる。 、

なお、資料は紙幅の都合上、抄録 とせ ざるを得ない ことをお断 りしてお く。 また、各資料見 出

しは、著者名 ・タイ トル ・発表年月 ・発表紙誌名(号 数等)の 順 を原則 とし、文 中の … は中

略部分、()は 筆者注を示す。

また、 日劇関係者や民芸関係者 の文章が沖縄の新聞に も発表 されているが、本 土側の雑誌等に

載 ったもの と同趣 のものは割愛 した。



・伊東忠太 『木片集』昭和3年5月 刊(来 県は大正13年)

(冊封使 に対する饗応 と同 じ待遇)余 興 としての琉球古楽古誦 の解説があ り … 万事

古風 に由て、宴席の前の板敷 の広間 を舞台に充て、電灯の代 りに燈火 を点 し、夜色の濃や

かなる間に、涼風の音もな くそ よそ よと吹きこむ裡 に、次の順序 に由て奏演 されたのであ

る。

一
、琉球音楽 「かぎやで風節」「恩納節」 「こてい節」

二、女踊(歌)

三、二才踊 「上 り口説」(略 す)

四、女雑踊 「花風節」 「述懐節」

五 、二才踊 「万歳」

六 、女踊 「仲間節」「伊野波節」 「恩納節」 「長恩納節」「しゆとん節」

七、組踊 「大川敵討」

この奏演には楽手 も踊手 もみな第一流の名家が選ばれた。… 見よ、音曲と謡歌 と舞

踊 と、互にその調子がシック リと合つて一糸乱れない。

・半澤正四郎 「旅行談南国琉球 を語 る(下)」 昭和3年2月 「地理教育」 フー5

琉球名物中に内地で蛇皮線 のや うな蛇 の皮 を張 った三味線がある。… 琉球 に伝 はる

歌詞 の中には世界にも誇 り得べ き立派なものがある。… 立派な史詩がある と琉球人は

誇 つて居 る。… 琉球 の劇壇は文壇 と共に昔は非常に盛んで名優 が輩 出 したが、現今は

非常に衰へ僅 に現在那覇に残つて居る琉球芝居にその形骸 を止めるに過 ぎない。劇 は全部

歌劇で、之も内地にはなかつたであ らう。

・安藤佳翠 『沖縄への旅』昭和7年

… とお 目見えの挨拶を して罷出る女の何れ もが、芸者であ り踊子なんだか ら、三味 も弾

けば唄 も歌ふ。お客の顔次第では琴や太鼓まで引張 り出 して特有の琉球舞踊 をを どつてみ

せ る。劇場には旭劇場 と大正劇場の二つがある。本県固有の芝居 といへば手踊が主で二輪

加狂言、それ に組踊(能 楽の暗示 を受 けて発達 したもの)を 加へたものであつたが、近来

沖縄の史 実等を脚色 した劇風の幕物が流行 りだ して来た。歌謡 も台詞 も大方 は方言で演ず

るのであるか ら、初めての客にはわか りにくか らう。 しか しそれだけ郷土色が現はれてゐ

るわけであるか ら、一晩位慰みに出かけても損 にはなるまい。

(「沖縄 の舞踊 と歌謡」で少 し解説 あ り。上 り口説 ・下 り口説 ・四季口 説 ・濱千鳥節 ・

かなよ節 ・鳩間節の歌詞つ き)

・濱田青陵 「沖縄の旅 三」昭和7年7月 ～ 「ドルメン」7月 号～

辻の某旗亭で催 された歓迎会に赴いたが、私達が此処で沖縄美人の舞踊 に打興 じてゐる



此の夜は島袋君や福原君の案内で、市中の旭劇 場にかかつてゐる琉球劇 「阿摩和利」 を

見に行つたのは嬉 しかった。劇場は小さく粗末 なものではあるが、観衆の静粛なのには感

心 したのみな らず、前狂言 としての現代劇 も中々面白く、見物 をして涙 を催 さしめる様 な

場面もあつた。殊 に組踊 りは男優 に して斯 くも女 らしく優 しく舞へ るものか と驚かされ た。

・・下・夜は更けて も劇 は中々終 らない。

(名護で)夕 食の後村の青年会の人々十数人が特に私達の為に盆踊 りをやつて下 さると

いふ ので、洋服に著かへなほ して見に行つた。琉球なればこそ此の一月のは じめに、野天

で篝火 を焚いて踊を見ることが出来るのであ り、村人の厚意には深い感謝 の念を捧げる外

はなかつた。

恩納村 の谷茶では、先年那覇へ其の古い郷土の踊を出 した ことがあるので、あれを名護

か ら帰 りに見ては何 うか との島袋君の話 に、それは何 よ りも有 り難い仕合 と御願ひを した

処、谷茶の里人は私の為めに村の婦人多数 を繰出 し、二 日前か ら練習 を してゐるとの事 を、

往路に聞かされてから、これは大変な迷惑 をかけることになつたと後悔 して も致 し方が な

い。… やがて臼太鼓の踊が始まつた。… 臼太鼓がすんで若い娘 さん達の組踊数番が

あつたが、凡て踊 り手は足はだ しか或は全 くの裸足である。

(辻で)私 達は鶴 さんに踊 りを所望す ると、他の老妓の蛇皮線 に合せ て、彼女は例の紺

ガス リ、前結びの帯、櫛髪風の姿で、いろいろの踊を舞ふ。其の手振 り足振 りの優 しさは、

此間劇場で見たのとは又違つた御座敷 の しめやかさが漂ふ。

ー島田貞彦 「琉球の旅印象」昭和10年1月 「ドル メン」4ー1

細帯を前に結び、二重瞼の大きな眼を見開き漆黒の結髪 をいただいた島の女か ら 「大和

入」 と呼びな らし、甲高い透徹す る声で琉球歌謡を唄ふ風情は恂に朝鮮妓生のそれ と共に

随一的な存在であらう。…

那覇の とある劇場で琉球芝居を見た印象は、支那芝居 を彷彿せ しめず にはおかれなかつ

た。演出 されてゐた ものは明治初年琉球に置県 さるる前後であ り琉球王が那覇港出帆の光

景を以て大詰 として居つたが、 日本でこんな異国的な芝居が上演 されてゐることに一驚す

るものであつた。琉球志士奮激の場面に満場割れる様な拍手には全 く顔負 けせ ざるを得な

かつた。それは宛 かも支那芝居の雰囲気の中にあるの と異ならない。

・下村海南 ・飯島曼史 『南遊記』昭和10年10月 刊(4月 に来県)

ここでは琉球料理が出て、紺飛 白琉装の琉球芸妓が泡盛 の酌をす る。それか ら琉球の唄

を聴 き、琉球舞踊を見せて もらつた。琉球音曲の嘘子 には蛇皮を張つた三味線 と琴がはい

る。時には太鼓 もはいる。 この夜の立方新垣の松含 といふ男の師匠 とその弟子な る琉球芸

妓であつた。 〔鍛冶屋手風 ・上 り口説 ・万歳 口説 ・仲里節 ・八重山節〕お しなべていへば、

今 日の琉球舞踊は、琉球固有の型 を純粋に傳ふるものは少 く、大抵は 日本、支那および西



洋の手振の合流 した もののや うにその合流の割合には等差があつて、前に挙げた鍛冶屋手

風のや うに能楽 と神楽 との中間をゆ くや うなものもあれば、上 り口説や 万歳 口説のや うに

日本舞踊 と支那舞踊 とが縫 目もみ えぬほ どに融合 してゐるの もある。… 囃子は、僕に

はよくわか らないが、概 して雨垂れのや うに単調に聴 こえた。 だか らよほどの名手で なけ

ればゆるんで しまふ。歌 も日本や支那 の一流 どころに比べると、稽古が足 らぬためか よい

師匠がないためか、声が練れてゐないや うに思ふた。滞琉中四度まで琉球舞踊を見る機 会

を得たが、後 になるほ ど面 白みがわかつて来た。…

琉球最後の夜 は、… 珊瑚座でお芝居見物 をさせて もらつた。… 当夜の出 し物は玉

城朝薫作組踊五番の うち 「女物狂」 と 「執心鐘入」であつた。主演俳優 は真境名由康 とい

ふ名優(?)で あつた。… 「女物狂 」は … このあた り安い涙を搾 ると見えて、舞台の

子役 を 目がけて盛に御祝儀 のおひね りが飛ぶ。… 謡曲道成 寺の見 どころは、乱拍子 と

鐘入の呼吸にある。 この執心鐘入にはそんなものはないが、お寺の座主 と鬼女との立 ち廻

りはかな り確かな芸であつた。女物狂の子役に しても、執心鐘入のお どけ小僧 にして も、

沖縄 においてお くのは惜い と思ふほ どよくやつた。

内地 にもあれほ どの子役 はザ ラにあるものではない。… 琉球の芝居では平土間の子

供が舞台の端に頬杖 をついて見てゐる。 これ も寛いで面 白い。 一

折 ロ信夫 「過去及び将来における沖縄の宗教 と芸術」昭和11年1月17日 「沖縄朝日新聞」

一体芸術 の見方はその発生 を見、その過程を見るのが普通 とされ、今の姿を見 るのみで

は真の意味は解 らない。発生 と経路 を知 らないで今見たままの頭で芸術 を鑑賞す るのは無

鉄砲 といふ ものだ。例へば私が組踊 りの一 曲を見て玉城盛重を判断するのは間違つてゐる。

然 し余 り過程を見る形に捕 はれ過ぎると型に叶つた ものは何 でもいい といふ ことになつて

私が玉城 の真似 をすると 「あれは型通 りやつてゐるからいい」 といふことになつて しまふ。

一体沖縄の芸術は大和芸術 も、 さうであるがぐ宗教的基礎 を持つてゐる、沖縄では明確

にその点を示 してゐる、根 が宗教に 張 られて抜かれ切つてゐない。そ う言ふ芸術を綜合 し

たのが組踊 りである と思ふ。 この組踊 りは村踊 りか ら発達 したとは言ふ ものの本土の能 と

か歌舞伎などが入 り込んで立派なオぺ ラ風のものとなった。 ただ絵画的に欠けてゐると言

へば背景がないごとで、本土の演劇で も絵画を取 り入れたのは新 しく、沖縄 にこれが無い

のは当然であ らう。先 日島袋図書館長 と沖縄芸術 を綜合 した組踊 りを保存することは総ベ

てのものを保存することにな るといふ ことを話 し合つた。考へてみる と組踊 りは舞踊、音

楽な どと細々に分れ次第 にそのものは滅びかけてゐる。…

滅びゆ く琉球芸術の発展 は勿論期待す ることは出来な睦が今の通 りだ と壊滅 を防 ぐこと

も出来ない。組踊 りは時代 に順応 して新 しい人にも感興 を起すや うに台本 と実演者が出現



しなければならない。

・長田甕春 「沖縄の初印象」昭和11年3月29日 「婦女新聞」

郷土舞踊には面 白い特徴があ ります。楽器は琴、蛇皮線を用ひ、歌の調子に延びがあっ

て哀調 を伴ひ、踊子は予告もな くお座敷へ罷 り出て、無言劇 を暫 し演 じ、終れば さツ さと

帰つて行きます。従つて観客は拍手を送る機 をさへ失ふ といふ変ったものです。

・井上友ー郎 「琉球 印象記」昭和11年4月 「文芸首都」

名物の泡盛酒 をのみ、料理の箸を とつてゐると、突如 ヒヨッコリと舞妓 が出て踊 り出 し

た。琴、蛇味線、太鼓などもいつの間にか揃つてゐ るのだ。

琉球舞踊は滞在中に花崎亭、三杉楼で前後五六回 も見 る機会を得た。

もとよ り無粋 な門外漢の私には詳 しく判 らぬ。唯、漫然 と見受 けた所、非常に動きの悠

重なの と、反対に軽快なものとの二つに別れ る。主に手 をうま くあ しらつて、足一といふ

よりは躯全体をこなすのは余 りない。元来、琉球の古典舞踊は宮廷舞踊 として発達 したと

いふ ことだが、能楽の影響を受 けた点が殊の外著 しいのだ。 どの宴席 にも、イの一番 に、

今 日の誇 らしやゝ 何にぎや譬 る　蕾でゐる花の露行逢た如 … と、振袖の若 衆姿で踊 る 一

「かぎや で風」 といふのな ど、悠々と して荘重でもある。…

このほか 「上 り口説」 と云つて、黒紋付に胸絆を締 めた青年姿で、キビキビと明 るく踊

る二才踊。琉球古来の華麗な紅型の衣裳を纏つて、絢燗たる花笠 を目深 く被 り、手に四ッ

竹 を打ち鳴 らしながら優腕な姿で踊る 「花笠踊」な ど、いつれ も古典舞踊 に属 してゐる。

「花笠踊」の魅惑的な艶麗 さも面白いが、 しかし私 には、宮廷舞踊に糸 を引かない一つ

ま り比較的新 しく民間に起つた 「千鳥節」の踊 り、 と云ふよ りは哀節な、その歌を愛 した。

設が強くて、もとより耳で聴いただけではサツパ リ判 らぬ、が、琴 と蛇味線 を合は しな

がら、舞妓の背後一ちや うど薄暗い宴席の片隅で、二人の年増 が うたふ風情は、惻々と し

て肺腑を抉 るや うに物悲 しく、いかにも哀婉極ま りない ものであつた。

もつ とも、 この 「千鳥節」に限 らず総 じて琉球の歌は溢れ るや うな哀調 を孕んでゐる。

じっ さい痛々 しいほど遺るせな くまるで何 ものかに うつたへでもす るや うに、佗 びしく、

哀 しい。…

私は強烈な泡盛に頬を染めて 、間もなく座敷から響いて くる 「鳩間節」 に耳を澄ま した。

と、何がな しに、琉球三百年の歴史が頭の隅を掠めるのである。論者あつ て、琉球のあら

ゆる歌が哀調に終始す るのは、もちろん 自然の声ではな く、島津支那等の三百年に亘 る惨

循たる搾取に歪め られた結果だ と説 く。いかにも穿ち過 ぎた解釈は解釈 だが、累々たる戸

外の墓石 をみつ める うちに、ふ と私 は最初に覚えた 「食物呉ゆす ど吾御主」 と云ふこの地

の俚諺が、座敷の哀調 に解 け合ひなが ら、沁々 と胸一杯 に罩みあが るのだつた。・…



所が、肝心の芝居には、 さういつた現実の生ま生ま しさを反映 したものが一向にないの

である。 もつ とも、私のため、市内の珊 瑚座が一夜 の番組 を変 更 してまで見せ てくれた

「金細工」 「ひ と盗人」等の古典 的な舞踊劇 一殊に能楽の香 り高い 「ひ と盗人」の雄渾の

情趣には、流石永年打 ち込んだ伝統の冴へはあつた。が、現代劇 といふのは殆 ど歌劇 で、

め うに レアル な演技があるか と思へば、急に堂々たる有髭の大男が、実にロマ ンテイ クな

独唱で筋 を運ぶ。つ ま り芝居の最 も難 しい部分は全部 この歌で運んでゆ くか ら、一向受け

取 るべき味がない、と云ふ よりも、支離滅裂な感 じである。

・板原兵三郎 『沖縄視察記』昭和12年5月 刊

(辻松華楼での大阪商船主催沖縄視察団歓迎会)南 国特有の丈けなす漆黒の髪を沖縄独

特の螺巻 とし大 きな銀簪を下よ り上へ突き差 し広袖の琉球服に帯を前にて結びた る沖縄情

緒溢 るる計 りの愛 らしき美形が或は琴を弾 じ或は蛇皮線を弾き、或 るものは其調子に合は

せ て軽妙に舞踊 して興 を扶けるのであるが、其光景は筆者が生れて始めてのもので珍 らし

とも云はん方なきものだつた。・・其舞踊の面 白さ、舞踊の衣裳が古典の沖縄風 である上、

足の運びが南洋舞踊の趣 きがあつて愛 らしい。…

昨夜大正劇場 に於ける古典劇の見物に出掛けた、最初の頃は古典歌謡 と舞踊が数番続ひ

たが余 りに時間が取るのであきが来て筆者は古典劇を見ず して切 り上げたが、見て来た人

の話 を聞 くと大変珍 らしかつたとの事に見ずに帰つた事を後悔 して居 る。

例の辻のアング ワーは悉 く沖縄風である。アングワーの舞踊の中に団十郎や幸四郎の歌

舞伎に於ける 「助六」に見る様な鉢巻 を して踊る舞踊を見た。紫 の布を四つ折に し鉢巻 と

な し頭の横 で結びて其端二尺位 を長 く垂れて居るのであるが誠に愛 らし …

ー松田毅ー 『台湾 ・沖縄の旅』昭和12年9月 刊

(辻松華楼での視察団歓迎会)ア ンガーのひく蛇皮線 と琴が室外の廊下 より調子 よく鳴

り始め、着飾つた女が次々 と踊 り出て来た。… 〔上 り口説 ・下 り口説〕…

沖縄舞踊の最 も本質的な古い型は、や は り田舎の神事を見なければならないそ うだ。

近代的な之等の踊 りは調子が相 当速 く、衣裳は舞ひ毎に変 り、一踊 り手の手足の細かい動

きは本土では見 られず又その表情 も奥ゆか しさがあ り、小林一三氏が来れば早速宝塚へ連

れ込みたくなるであ らう。 〔四季口 説〕

八時よ り我等視察団の為に特に開演 され た古典劇を大正劇場に見学す る。王 と忠臣 と逆

臣を中心 とす る演劇である。言語が さつば り解 らぬので予想外に興味がない。

・藤田嗣治 「夢の国、琉球」昭和13年6月11日 「琉球新報」
な

(琉舞について)歌 詞に　雅 に、音曲は千篇一律に、舞技は静粛 に、三百年前か らの王

朝時代 の伝統をその儘受け継 いで、開け放つた窓々か ら漏れ漂つて情緒誠 にこまや かであ

る。



珊瑚座で名優、真境名、島袋氏等が私のために特に凡そ二百五六十年前の 田里親雲上作

の 「義臣物語」を上演更に百畳敷 きの見晴 し亭の歓迎の夜、舞踊の大家、玉城盛重翁の老

人踊 り等は全 く優雅 に日本伝来の謡曲、能、狂言 をその儘 この島に保守 して居 る様にその

門の高貴 さに打たれた。

・佐谷功 「琉球 と八重山」(昭 和14年6月 来県 『日本民族舞踊の研究』昭和18年 刊 所収)

舞踊に対す る私達の立場は、所謂舞踊研究家 とは自ら異 らざるを得なかつ た。私達は、

予め日劇に於 ける琉球 レビユ ウの上演といふ 目的を持ち、その仕事の実質的な裏付 けのた

めに、現地の見学に赴いたのである。云はば私達の民族舞踊研究は、学究的な研 究が 目的

ではな く、民族舞踊の新 らしい舞台芸術化のためにするのであつて、この方針 は当時 より

今に至るも変つてはゐない。 この様な私達の立場から見て、最 も興味を惹かれたのは、前

に も述ベた様 に伝統ある御冠船踊 りではな くて、現地の人々か らは軽ん じられ てゐる螺踊

りの一群の踊 りであつた。殊 に、新垣よ し子 さんの鳩間節、那覇の馬上氏金城氏の御世話

で見せていただいた上間栄子 さんの濱千鳥節、谷茶前節 の三つが琉球のフォーク ・ダンス

として最 も私達を感激 させたものであつた。そのすべてを通 じて流れ る軽快な リズム、健

康な逞ま しい生活意欲の現はれ 、人生に対す る明るい希望等、民族の意欲が端的に直接に

表現されてゐる。私は今度作る琉球 レビユ ウは、この三つの踊 りを基礎 に して作ればよい

との確信 を得 た。

・島公靖 「琉球行」(昭 和14年8月 「琉球新報」『日本民族舞踊の研究』昭和18年 刊　 所収)

(那覇三杉楼 にて)御 前風 ・上 り口説 ・四つ竹踊 り ・鳩 間節 ・濱千鳥 ・天川節

三杉楼で くれた解説書 には … これ は沖縄郷土博物館館長島袋源一郎氏の筆である。

(首里散策にて)そ こへ馬上氏があ らはれた。今夜私達に踊 りを、見せ て下 さるといふ。

池宮城氏や 、長嶺氏 と相談 されて、新垣芳子氏や、それか らいつもは新垣氏 とは派が違ふ

ので、一緒に踊 らない玉城舞踊研究所の方(田 代 たか子)、 辻遊郭の方(上 間栄子)も 、

出場 して下 さるといふ。… すべて本式 に衣裳をつ け られて、「こてい節」「濱千鳥」 「四

ツ竹踊1「 谷茶前節」 「鳩間節」 「花風」の六曲を、池宮城、金城 両氏の三味線 でかは りが

はり踊 られ た。… 面映 ゆい思ひで、 「教へて頂きたい ものは、鳩 間に、千鳥 に、谷茶前

です」 といつたのであつた。

(翌日鳩 間節 を新垣姉妹に、残 り二つ と 「ジュ リ馬」を上間栄子か ら習 う)

珊瑚座 は、琉球戯 曲の常設上演場である。場末の活動小屋の様な汚い小 さい小屋 である。

… 前晩 は時代歌劇 「伊佐 浜の恋」 といふのをやつてゐたが今這入 ると同 じ様 な歌劇

「御 書院若 衆」 といふのをやつ てゐる。… 唄の方 が大事 になつてゐ る らしい。…

「御書院若 衆」がすむ と、「時局セ ンスル」 といふ ものが出 る。セ ンスル節 といふ節 に、

替唄 して時局をあて こんで唄ふのである。 この 日は絣 りの着付の女が 日支事変 を読み込ん



だ もの を唄つたが、 これは大 いに受 けてゐた。… 「浜千鳥」 「鳩間節」「天川節」 「八重

瀬万歳」等がや られた。… その次に待望の組踊 りがあつた。題 して 「人盗人」 といふ。

これは通称で本 当は 「女物狂」 といふ。… 流石に、良 く洗練 され たものであつた。能

の様に片苦 しくもな く、又 くどい写実 もなく、すべて清潔す ぎる程清潔なものであつた。

・外村吉之介 「琉球の 芝居」昭和14年8月 「月刊民芸」1ー5

新 しい興奮を呼 んだものに 「芝居」がある。われわれは屡 々芝居小屋をまはつて、臭い

便所の風 に悩ま されつつ も、眼を奪ふ歌 と踊に幾夜かの時を忘れた。名高い玉城盛重氏の

踊 りはもはや云ふ に及ばぬ。それ はこの国の富土山であ り国宝である。 しか しあの小屋に、

夜毎かかる琉球芝居 の歌 と踊 りこそ、名 もない山々であ り、民衆の宝である。宇根新 三郎、

宮城能造、真境名 由康、玉城盛儀 といふ、それ らの名入は人 にきかれて答へるものにすぎ

ない。 しか し、その仕事ぶ りの前 には名だたる三津五郎も菊五郎 も眼を見張 らざるをえな

いであ らう。… 〔千鳥節 ・麾 ・天川踊 り・仲里節 ・人盗人〕… われわれ は琉球 の芝

居で 「上手 さ」や 「うまさ」 に対す るものの 「よさ」に接す ることが出来乱 … われ

われは琉球の観客 に訴 えて、これ らのいい踊 り手を殺すことな く、その美 しい仕事 を歓び

と愛 と敬ひを以て観 てもらひ度い と願ふ。卿等の眼が この世 にも比較なき宝を永 く世に保

つのである。内地 ではそれが曾て 日本青年館で紹介 された といふだけで安ん じられない。

一っの郷土芸術 といふ風に扱 はれ感 心 される以上のものがのこされてゐる。何処かの桧舞

台の上にこの驚 くベ き 「仕事」をひろげて、如何にこれが美 しさの至宝であるかを心ある

人々に知 らしめたい。 日本のみではない、世界の何処に出 して もその 「よさ」は、多 くの

人の心を衝つことを信ずる。われわれ はその 日を近づけるために力をつくしたい と思ふ。

・柳宗悦 「琉球の富」昭和14年10月 「工芸」100号

琉球 は真の音楽の国なのです。… 真 の音楽に飢える人は、琉球に来て最大の歓喜 を

覚 えるでせ う。… 私達が沖縄 に心 を惹かれ る一つの理由は私達が失つて了つた人間 と

しての本然の性質 を、未だに唄の世界で有つてゐ るか らです。 〔音楽〕

大体組踊 と名づ けるものは、題 目に於ても能楽 と共通 したものが多いのです。能 と吾々

の距離よ りもつ と吾 々に近い感 じを与へます。動きは静かですが更に鋭いのです。私 は沖

縄 の至宝玉城盛重 翁の踊を見て能よ りも一段 と深い感銘 を受けま した。… 就 中玉城盛

重翁の芸 は天下の至宝 とも云ふべ く、かかるものに接す る時、人間は己が此の世 に生れた

ことに感謝の念を禁 じ得ないでせ う。 〔舞踊〕

・鳥海青児 「沖縄行」昭和15年1月22日1「 琉球新報」

(辻について)歌 三味線を聞いた り、琉球踊をみた りするにはここで宴会を開けば ざつ

と一通 り老人踊、女踊、二才踊、若踊 といふ風に琉球歌舞の臭ひはか ぐ事が出来 る。唄は、

小節 とか粋なぞ といふ内地の唄に共通す るものがなくそれか と云つて内地の民謡の様 にひ



なびた土臭い感 じもみ とめ られ ない。声柄 は哀調子で一音程に安定を欠 く、一寸楽譜 にも

写 しにくい複雑 なものだ一異風 といふか、独 自の形式 といふべきだ らう。 これに入 る大太

鼓 、小太鼓、打ちかわす効果、音色は非常に うつ くしい。… 音の効果すば らしかつた。

・佐谷功 ・若山浩一(昭 和15年2月 来県 『日本 民族舞踊の研究』昭和18年 刊　 所収」)

(竹富島で)竹 富島巻踊 ・マ ミ ドーマ ・チ ョーガ節 と束里節 ・蝶の舞 ・黒島 口説 ・鼓ば

や し ・久 高板舟 ・しょんかね一節 ・トバ ラーマ

(竹富島某家73歳 祝い)御 前風 ・上 り口説 ・銭太鼓 ・濱千鳥 ・竹富口説 ・むん じゅる平

笠 ・カナ ヨー

(石垣島)布 晒節 ・綛掛踊 ・麾踊 ・目出度節 ・キイヤ リの踊 ・古見ぬ浦節 ・鷲之鳥節

・火野葦平 ・杉山平助 ら観劇の記事 「琉球新報」昭和15年5月19日

目下来県中の火野葦平氏一行並に杉山平助氏は本十九 日昼は宮城 順氏の唐手 を見学 し

晩は珊瑚座 で琉球古劇及び舞踊の鑑賞をす ることになつてゐるが珊瑚座では数 日前 より座

頭真境名優以下練習 に全力を挙げてを り久振 りに絢 らんたる舞台が見 られるもの と期待 さ

れてゐる出物及び配役左 の如 し

、花笠 四竹 踊 仲里節

一 、千鳥節

一
、谷茶 前

、萬歳(八 重瀬)

、天川

、綛 掛

、組踊 「人盗 人」

島袋 き三郎、備瀬知源

宮城能造、平安山英太郎

片瀬ナへ子、片瀬チヱ子

真境名由康

宮城能造、親 泊興昭

島袋き三郎、備瀬知源

人盗人:真 境名 由康、亀松:真 境名 由乃、母親:親 泊興昭、

座主:山 川加 明 その他

・服部一木 『台湾沖縄游記』昭和15年6月 刊

浜千鳥 とよぶ琉球舞踊の長閑な しぐさも忘れ られ ない。

辻では細 い眼、まうまうとした鼻の二十娘が例の紺絣、銀簪で八重 山舞節を唄つた。花

柳の女 とも思へぬ無邪気 さであった。

蛇皮線 に守宮 よ踊れ月に乗 り

月高 し琉球踊 り卒業か

ー須藤利一ー・松村一雄 ・比嘉盛昇ほか 「沖縄文化を語 る」昭和15年9月22日 放送

「南島」第二輯

松村 「「執心鐘入」を二度、それか ら 「人盗人」を見ま したが ・…

・柳宗悦 「首里と那覇」昭和15年10月 「工芸」103号

玉城盛重翁は もう古稀 に達 した名優 である。・… 翁の技芸は神域に達 した ものがあつ



て、 「老人踊」の如 き尊厳 なものは、世にも少ないであ らう。見る者 は一世の眼福 に恵 ま

れた と云ふ感 を誰 も抱 くに違ひない。… 性格 も厳 しい ところがあつて、翁の為に沖縄

の芸格が どんなによく保護せ られ てゐることか。

・蘭郁二郎f琉 球のぞ記」昭和16年7月 「茶わん」11-7

この席上 での琉球舞踊、四つ竹踊 り、花風、鳩 間節の三つはその代表的な三つの型 であ

らうが上陸最初のことではあ り甚だ印象的に、美 しく愉 しく我 々の眼を十分に楽 しませ て

くれた ものだつた。

夜 、珊瑚座 に琉球芝居を見る。 早 目に行つたので 「上 り口説」 その他二つほ どの民謡の

踊 りが見 られた。 それか ら舞踊 「蛇精」、第二伊野波親方傳、時局舞踊、商道セ ンスルー、

洩 らすな機密 といつた番組 であつた。 この うち見るべ きものは第二伊野波親方傳 で 下・・

残念 なが ら我々には殆ん ど科 白の意味がわか らなかつた。

・遅塚安三・ 遅塚冨彦 『詩の国沖縄』昭和17年9月 刊(前 年10月 来県)

(名護の料亭にて)此 家の抱へ芸者 とも称すベ きか、蛇皮線抱へ しが二人、外に琴掻き

弾す女一人にて、蛇皮線 に合せて琴 を弾 じ、蛇皮線 の女甲高き声 して唄ふ、其調恰 も節 に

抑揚なき浪花節 を聞く如 く、一且琉球音の歌詞なれば、其意味を解する事能はず、漸 く歌詞

の文意 と読み比べ、意味を知 る事を得る程度である。然 し此唄につれて踊 り出す女子、主

として十八九位 の美 しき少女が、夫々其踊 に依 る衣裳をつけ、踊 り出る様は誠に手振あで

やかなものである、且最 も心持 良い事は其歌詞が殆 ど万葉調 とか、短歌詞 とかの立派なる

文章で、内地民謡の如 き野卑なる歌詞 を含まぬ。純文学的なものである事が嬉 しい。又其

踊子の衣裳が全 く古典的な著付 けで、甚だ美 しいばか りでなく、其踊 りの一投手一投足が、

歌詞 と楽器の響 と三者渾然一体 と成つて、観 る者 を して知 らず知 らず、鑑賞の内に引き入

れ られ てゆく所 に、此踊 りの真価があり且又其踊 りあ型式が、丁度能 の仕舞の型 を崩 した

様 に、… 頗 る妙味を感 じたのである。…

(辻の幸楽 にて)同 亭:専属の踊子に依て、例のかぎや で風節、上 り口説、四つ竹踊等五

六番の舞踊 を見物す ることが出来た。曾て名護町に於て見物 した舞踊 と大差はないが、何

と言つて も本場丈に、其衣裳又は差す手、引く手のさばき方頗 る堂に入つたもので、甚だ

敬服せ らるるものが多かつた。

・小山周次 「曾遊沖縄」昭和18年11月1「 風景」10一11

三味線 の原形 である蛇皮線 は沖縄音曲には無 くてかなはぬ楽器である。 それ と胡弓との

伴奏に合せて踊 る沖縄踊 りを見たが情緒のあるものであつた。

・坪谷水哉 「沖縄の思出」昭和18年11月 「風景」10ー11

宿の番頭 さんは終 日私 を案内 した上に、更に今夜辻町のアンガア も見ませか と云ふ。辻

町 とは遊郭で、ア ンガー とは娼妓 な相だ。… アンガア といふのは芸妓兼娼妓であ る。



先づ水菓子のバナナや、菓子のカステー ラが出で、次に泡盛の焼酎が出た。女は二人、琉

球絣の広袖の芭蕉布を着て、帯を締めず、.腰の辺 りで摘んで挿むのみ。頭髪は束ねて髪 を

銀簪で前方か ら止めて居 る。 内地な らば三味線 といふ所を、此所では形 の小 さ参蛇皮線 を

弾き、琉球唄を歌ふ。唄には流行歌や、口説ふ しといふ文句の長い ものや、種々聞いたが ゜

一向分 らない。一番内地人に分 り易か らうとて童謡に、一々宿の番頭か ら注釈 を附けて貰

つたのが左 の通 りだ。

以上の彼 らの文章か ら、沖縄の芸能 をどのよ うに見たのか分類す ると、次の5点 にま とめ られ

よ う。①事実のみ記す ②絶賛する ③比較 ・研 究する ④批判す る ⑤関心な し.

この うち②の 「絶賛す る」は、伊東忠太や柳宗悦 のことばに代表 され る。た とえば柳の 「琉球

の富」を見 るとき、ここまで言わな くてもと思 って しま うほ ど、今 の表現 を使 うな ら 「はまっ

て」い る。確かに柳は じめ民芸の調査団は、他 の旅行者 とは比較 にな らぬほ ど長 く滞在 し、芸能

に接す る機会 も多かったか ら、それ ゆえ他よ り思い入れも強かったの もうなずけるのだが、その

思い入れ故の冷静 を欠 く表現 とも うけとれそ うであ る。 しか し、おおかたの来訪者が沖縄 の芸能

に魅 了されたのは、た しかなようである。従って、上記五分類にはないが、基本的に、賛美 した

り、プラス に評価す る記述が多い ということは、指摘 しておかなければならない。

その基本線 をふまえた上で、③比較 ・研究、④批判、⑤無関心、 といった記述 について具体的

に見てゆ く。

比較 ・研究 とい うのは、次のよ うなことばに代表 され る関心に端 を発す る。 「日本で こんな異

国的な芝居が上演 されてゐることに一驚す るものであつた。」(島 田)す なわち、沖縄の芸能がい

かなるものであるか とい う予備知識 なく琉球舞踊や組踊な どの舞台に接 した者が誰 しも抱 く、い

つたい どこに位置付 ければよいのか、 とい う疑問 と、そこか ら派生す る異文化 としての印象 ーと

らえ方 である。

そ して、その印象 と若干の考察 とを交えた結果、中国 ・朝鮮そ して 日本の能 ー歌舞伎 な どとの

影響関係に及ぶのであるが、紀行文の レベルでは当然なが ら、学問的に深みρある言及には至 ら

ず 、本格的な比較 ・研究は後述す る本土における公演に対す る評価にゆだね ることとなる。た と

えば、下村海南を して も次のよ うな指摘 にとどまっているのを見れは よくわかる。 「今 日の琉球

舞踊は、琉球 固有 の型を純粋に傳ふるものは少 く、大抵は 日本、支那および西洋の手振の合流 し

た もののや うにその合流の割合 には等差があつて、前に挙げた鍛 冶屋手風のや うに能楽 と神楽 と

の中間をゆくや うなもの もあれ ば、上 り口説や万歳 口説のや うに日本舞踊 と支那舞踊 とが縫 目も

みえぬほ どに融合 してゐるの もある」

ただ、 日劇 レビュー制作の素材収集のために沖縄を訪れた佐谷 ・島の両人は、それが 目的であ

るだけに、他の人々 とは異なる眼で芸能 を観 ている。例 えば、組踊 「女物狂」 を見ての感想 は



「流石 に、良 く洗練 された ものであつた。能の様に片苦 しくもなく、又 くどい写実もな く、すべ

て清潔すぎる程清潔なものであつた。」(島)と あるが、 日劇の舞台にかける素材を探す彼 らの眼

は、古典 よりも端踊 りに向け られ、なかで も最 も関心を持 った 「鳩間節」 「浜千鳥節」 「谷茶前

節」等 を本格的に学んでか ら帰京するのである。その彼 らに、流派や立場を超 えて沖縄の芸能に

携わる人々が協力 しているの も、興味深い。島の 「琉球行」には次の ように記 されている。 「今

夜私達に踊 りを、見せて下さるといふ。池宮城氏や、長嶺氏 と相談されて、新垣芳子氏や、それ

からいつ もは新垣氏 とは派が違ふので、一緒に踊 らない玉城舞踊研究所の方(田 代たか子)、 辻

遊郭の方(上 間栄子)も 、出場 して下 さるといふ。… す べて本式 に衣裳をつけられて、 「こて

い節 」「濱千鳥」 「四ツ竹踊」 「谷茶前 節 」「鳩間節」 「花風」の六 曲を、池宮城 、金城両氏の三味

線でかは りがは り踊 られた。… 面映ゆい思ひで、「教へて頂 きたいものは、鳩間に、千鳥に、

谷茶前です」 といつたのであつた。」 これ は、ある意味画期的なことで、おそ らく島や佐谷 らの

意気込みに打たれた沖縄芸能 関係者たちが、誠心誠意応 えよ うとした結果であったと考え られ る。

しか し、彼 らのその批評眼は、おそ らく沖縄の人々が考え及 ばなかった、 ビジネス(興 行作品)

として使えるか ど うか とい う価値基準を伴ってか たことには、注 目しておかなければな らない。

つま り、佐谷 ら日劇の調査団の来訪は、後述する昭和11年 の琉球古典芸能大会を経て、沖縄の芸

能の学問的価値 が一定の評価 を得た後 であったため、沖縄の芸能関係者が本土側 の受 け入れに対

して多大の期待 を抱いたであろ うことと、にもかかわ らず、学問的なアプ ローチとは一線 を画す

商業的なアプローチには疎か ったと思われ る点、そのギャップには留意 しておかなけれ ばな らな

いのではないか。

さて、批判的に観てい る代表 は下村海南である。下村は前述 したように、現在の琉舞が琉球 ・

日本 ・中国 ・西洋の合流 した ような ものになっているとし、 さらに囃子について 「概 して雨垂れ

のや うに単調に聴 こえた。だか らよほどの名手でなければゆるんでし まふ。歌 も 日本や支那 の一

流どころに比べると、稽古が足 らぬためかよい師匠がないためか、声が練れてゐないや うに思ふ

た。」 と厳 しく指摘 している。下村は良いものは良い と評価 しているので、なお さら上の発言は

重みがある。一こうした批判は沖縄ではあま り聞かれなかった ものであろ う。他 にも、たとえば井

上友一郎は沖縄芝居について、 「現代劇 といふのは殆 ど歌劇で、め うにレアル な演技があるか と

思へば、急 に堂々たる有髭の大男が、実にロマ ンテイクな独 唱で筋を運ぶ。つま り芝居の最 も難

しい部分は全部 この歌で運んでゆ くか ら、一向受 け取るベき味がない、 と云ふ よりも、支離滅裂

な感 じである。」 と述べてい るが、 これ などはな じみのない演劇 に対 しての受 け止 め方 として、

興味深い批評である。井上 も、組踊 「ひと盗人」 に対 しては 「伝統の冴へ」を見ている人物であ

るか ら、その厳 しい評 も一聴に値する。

さらに、 これは今 日の観光客 らにも通 じるのであるが、松 田の発言 「言語が さつば り解 らぬの

で予想外に興味がない」に代表 される、歌や踊 の内容の理解の困難 に対応す る工夫 も課題であっ



た。島の 「琉球行」に見 られるよ うに、辻の三杉楼 では、観光客用 に島袋源一郎執筆の琉球舞踊

の解説書が配布 されているが、芝居小屋では類似のサー ビスはおそ らくなかったであろ う。今 日

の観客に もいえることであるが、台詞や歌詞が理解できるか否かは、舞台全体の印象を大き く左

右す るのであ り、 とりわけ戦前期に沖縄 を訪れ たヤマ トゥンチ ュには この点がネ ックとなったこ

とは想像に難 くない。

以上、沖縄 を訪れたヤマ トゥンチュが見た沖縄芸能について概観 したが、も う一点、次の指摘

の重み について、触れておきたい。 それは、半澤正四郎の 「琉球の劇壇は文壇 と共に昔は非常に

盛んで名優が輩出 したが、現今 は非常に衰へ僅に現在那覇に残つて居 る琉球芝居にその形骸 を止

めるに過 ぎない。」 とい うことばである。おそらく沖縄の知識人か ら聞 いた受 け売 りであろ うが、

そ こに見 られ る沖縄芸能の現状お よび将来に対す る危機感ない し諦観 こそ、折 口信夫を して琉球

古典芸能の東京公 演を実現 させ よ うと思い立つ契機 となったのである。

その東京公演 については、次章で少 し詳 しく触れ るが、ここで最後に確認 してお きたいのは、

折 口信夫が沖縄県民に向けて残 したメッセー ジについてである。上の資料の うち、折口 の 「過去

及び将来における沖縄の宗教 と芸術」は沖縄の新聞に掲載 された文章であ り、すなわち沖縄 県民

に向けての発言である。そこには 「滅びゆく琉球芸術の発展は勿論期待す ることは出来ないが今

の通 りだと壊滅 を防 ぐことも出来 ない。組踊 りは時代に順応 して新 しい人に も感 興を起すや うに

台本 と実演者 が出現 しなければな らない。」 とあって、実際の舞台の活性化べ の促 しが見て とれ

る。おそ らく、礼賛や感激の表明ばか りの中で、このよ うな形でヤマ トか らの来訪者が沖縄芸能

に関 して県民に直接訴えかけた例 は、ほとん どなかったであろ う。 その点が、まずは特筆すべき

ことが らである。 そ して県民に向けて発言す るだけではなく、折口 は那覇滞在 中に、玉城盛重 の

踊 りの トーキー撮影 を提言、 さらに沖縄の芸能者たち及び東京の 日本民俗協会 との仲介役 として 、

東京に連絡をとり、東京公演の実現に向けて動 き出すのであった。そ こには、文面から伺われ る

相 当の危機感 とともに、沖縄県内での芸能復興 には限界があるとの洞察があつたのであろ う。

つま り、ほかの来訪者においては、外か らの眼がその範囲だけの記述に終わっていたのが、折

口の場合は、それが沖縄 県民に向け られ、かつ外 と内とを結ぶ ものになったのである。 その働 き

かけの結果、昭和11年 の琉球古典芸能の東京公演は大成功を収めるのであった。

第2章　 本土における沖縄芸能公演のヤマ トゥンチュによる評価

本章では、本土における沖縄 の芸能者達による公演および沖縄 に素材 を求めた本土芸能 の公演

に対する評価 と影響 について見てゆ くことにす る。前章 と同様、まずは資料 を提示 してお く。 な

おこれ らの資料 も、抄録であることをおことわ りしてお く。



・昭和3年 八重山芸能公演について:

「案内」昭和3年4月 号 「民俗芸術」1-4

先年啓明会 で三 日間にわた り、東京美術学校で、琉球に関す る講演会 と展覧会 を催 し、

その最後の 日に親 泊興照 といふ俳優を呼んで舞踊の会を併せ行つた事があつた。 沖縄本

島の歌舞は将来 も容易に東京に紹介せ られ る機 会があるかも知れぬが、今度のや うに八

重 山か ら男女十数名が上京 して歌ひ舞ふことは、真 に空前であ り且つ絶後であ らう。同

好者が此の好機を逸せ ざらん ことを切望 したい。

小寺融吉 「八重山の舞踊の印象」　 昭和3年6月 号 、昭和5年10月 号　 「民俗芸術」

私は此の舞踊を見て、殆ん ど予期できなかつた幸福を図 らず もつかんだ といふ気 が し

た。それは何か と云ふ と、 日本 の内地で も既に亡びて しまつ た、 日本 の古代の舞 踊の

種 々相 である。時は新 しい多 くの物を作 ると共に、古い多 くの物を埋没 した。埋没せ し

め られたなかには、埋没すべか らざるもの も、たくさんあつたのである。私は今度その

多 くのものが、石垣島に今に残つてゐたのを見て、なん とも云へぬ懐 しさに打たれ たの

で ある。・・

八重 山の舞踊には、 日本の ものあ り、支那朝鮮の ものあ り、それが入 り乱れてゐるの

が興味があるが、その根本が島の古代舞踊であ り、そ して海 を渡つてきたものを、或 る

程度 まで八重 山化 してゐることは誰 も肯 くであ らう。・・…

八重 山の舞踊は大体に於て嘖 々たる好評を博 した。然 し同時に遠慮のない非難 もあつ

た。 その一つは八重山島の郷土色 を豊富に発揮 した ものか否かの問題である。 これ は私

には分 らぬ。然 しこれで さへ今 日は存続が危ぶまれ ると聞けば、今度の上京は実に神の

加護 である。私達 は非常に幸福であつたのである。

次に今度の舞踊が古いか新 しいかに就ての疑 問もあつた。だが舞踊の如 く、法則 あつ

て法則 なき芸術は、五年十年の中に大いなる変化 を受けるのであるか ら、古いまま と云

はれて安心 し、いや新 しい と云はれて失望す る人があれば、それ は素人である。 また内

地の舞踊め発達 と八重 山のそれ とは決 して平行 してを らぬか ら、八重 山に於て百年前に

作 られたものも、それは内地の百年前 とは意味がちがつて、もつ と古 くなるのである。

西村真次 「感想」昭和3年6月 「民俗芸術」1ー6

八重山民謡 は大分本来形か ら遠 ざかつた もの となつてゐるらしいが、黒島 口説 と、ベ

ンガン トレー節 と共に酔心地になりました。か うした舞踊や民謡が、毎年の 日本青年館

の出演によつて保存 されてゆ くであ らうことは、何 といふ うれ しい ことだ。

「八重山島歌舞合評」折 口信夫、伊波普猷、柳田國男、小寺融吉、永田衝吉、 日高只ー

昭和3年6月 「民俗芸術」1ー6

単に珍 しい ものを見た といふ感 じと、芸術的に好いものを見た といふ感 じとは、 自ら



別でなければな らぬ と思ひます く折 口)

今の鳩間節は向ふ では出す積 りではなかつたので、それで青年館 ではや らなかつたの

ですが、朝 日の時は私が無理に勧めてやつて もらつたのです。するとあの通 りの大喝采

で したか ら、喜舎場 さんはぴつ くりして しまひま した。そ して私に 「なるほ どあなた方

の見たがるものと私達が考へたもの とは違つてゐま したな。」 と云はれま した。(小 寺)

(⇒ 種々問題 を提示)

・昭和5年 三越での舞踊について:

小寺融吉 「琉球の舞踊」昭和5年4月 「民俗芸術」3-4

私たちが琉球の人か ら聞きたいのは、琉球の生活 と、各種類 の舞踊 との交渉である。

祝女の舞踊や野遊の舞踊の歴史である。足袋 を穿かない舞踊の話や、穿 く穿かない双方

の、をどる場所、地上な り屋内なりの舞台 といふ ものの話であ る。オヤデイ、及びそれ

よ り生 じた各々の動作の名称 と、一つの舞踊の型の記述法の昔からの例 も知 りたい。 ま

た幾つかの詩を組合はせて一つの舞踊 を組 み立てる方法の歴史である。 また琉球で も最

も簡単な、老若男女の誰でもが踊れ る舞踊のこと、子供の遊戯 と舞踊の関係である。 内

地の盆踊 と嘗て私 も見た奄美大島の盆踊 とを比較す ると琉球の盆踊の話 も是非聞 きたい

と思ふ。何 よりも私たち他国人でない島の人みづか らが、故国の舞踊の記述を して もら

ひたい。

中野桃男 「琉球舞踊を見 るj昭 和5年4月.「 民俗芸術」3一4

等 々力 の囃子の会の帰 りに三越の六階ホオルで琉球舞踊が見 られ る、芝居掛つたもの

もあるといふことを小寺 さんか ら伺つたので … 以下、見落 した方のためにどんなも

のか分 るや うに書けると好いのだが、それが出来ないか ら至つて平凡な、琉球踊見たま

まの記を書 ぎつける。

(こてい節 ・花売踊下 りロ説 ・仲里節花笠踊 ・ハ トマ節 ・忍び ・ちゆつ きや り節 ・谷

茶前節漁師の踊 ・新かな よ節 ・四季 口説 ・天川節 ・八重洲万歳 について十行前後で踊 り

の振 りや感想 を記述)

・昭和6年 琉球舞踊古典劇 公演について:

牛山允 「琉球舞踊公演」昭和6年8月9日 「東京朝 日新聞」

琉球演芸団の上京を機 とし、民俗芸術の会が主催 して六 日の夜六時 より日本青年館で

琉球民俗舞踊及び古典劇十余曲が公演 された、音 曲は野村流の名家伊差川世瑞、与世 田

朝保外三名手舞姫は南島の歌舞のちまたに生え抜きの麗人 とあつていづれ も才色双絶、

天の成せ る麗質 と熟練 した技術によつて南島舞踊の特殊 の美 に満場 を酔は しめた。琉球

音楽の楽器は … うたは発声が余程支那または台湾の声楽に導 く、の どをつめた甲高

い頭声を多 く用ゐる。



舞踊 は独特の歩法や動 きもあるが、多 くの点 において能楽の影響 を著 しく残 してゐる。

純粋 の民俗舞踊たる雑踊には少いが職業的舞人の舞踊には強 く能楽 の流れが見える。能

舞台の如 く橋がか りが無 く、歌舞伎舞踊の如 く花道 をもたぬので、上手に立て られ たび

や う風 の影 から登場 し左斜 めに対角線的に舞台の前 に出で、大部分 この対角線上 を動 く

静的な運動 よ り構成 されてゐる形式が多 く用ゐ られてゐる。四人の方舞たる田舎娘雑踊

はこの形式を巧み に発展 させた ものである。民俗舞踊 とはいひなが ら、二部形式、又は

三部形式 よりなるものがあつて、千篇一律な内地 の盆踊などよ りも、舞踊構成上高い進

化階層 を示 してゐるのは面白い。

「報告記事」昭和6年9月 「民俗芸術」4ー5

全体 この催は突然 の思ひ立ちで、準備に要すベ き日数は全然無かつたといふべ く、幸

ひに して青年館講堂があいてゐたので借用できた。… さて当夜 は炎暑に拘 らず、予

想以上の盛況で大入満員 を告げた。そ してか うした催に是非きて頂きたいと思ふ方々が、

非常 に多勢集 ま られた事 も主催者 として嬉 しかりた。年来の希望たる組踊を紹介 し得 た

事 とともに。

「雑報」昭和6年10月 「南島談話」1号

・ 与世山朝保氏の率 ゆる琉球舞踊団の上京を機 し八月六 日豪神宮外苑 日本青年館で琉球

舞踊数種 と琉球の古典劇組踊 中の一曲 「花売の縁」の公演があつた。琉球舞踊は今 まで

にも数回催 しがあつたが組踊の公演は最初なので、暑中にも拘 らず満員の盛況であつた。

同舞踊団は又十二 日の正午か ら東京放送局で 「瓦屋節」外数種曲の琉球音楽をも放送 し

た。舞踊に対 しては牛山允氏が東朝紙 に短評 を寄せてあるので転載 して置 く、(全 文転

載)

・昭和11年 琉球古典芸能大会 について:

「沖縄 日報」か 昭和11年5月31日 以降

市川猿之助談　 阿国歌舞伎 もか くや あらん、とお もはれた。三味線 の音 とリズムは動 き

に一致 してゐる。長唄よ りは郷土的だ。踊 りの足の使ひ方は綺麗 で面 白い。洗練 され

てゐて、考へて使つてゐる。谷茶前で擢の先に波を描 いてあるのは気が利いてゐる。

象徴的だ。赤い儒衿で片肌脱いだのは綺麗だつた。諸屯は大まかな芸に細い心理 を表

出せ り。

森律子談　 みな落ちついてゐますね。阿国踊 りみたいです。単純だが、それでいいでせ

う一。 手拭 も面 白い、束髪 は私達の考へてゐる琉球その ものでした。阿国踊 りの参考

にな ります。誠に洗練 され た芸 と思ひます。

北原白秋談　 三味線の音 は素晴 らしいね。

兼常清佐談　 琉球音楽は優雅 の一言に尽 きる。完成 した音楽は人を動かす ものである。



藤島武二談　 六十余のこの歳 になつて しば らくぶ りで胸が湧いた。 あの単純な色彩 と舞

台の効果をこそ筆 にするのが絵描 きの使命だ。及 ばずなが ら偉大な琉球芸術保 存の一

助をな した。

塩入亀 輔談　 メロデーは単調だが リズムは面 白い。天川踊な どは うまくやれ ばルムバ以

上の ものになる。大体に於て明るさがある。

新垣 さんの舞踊に私は新 しい美 と感覚を見出 しま した。将来 日本 の誇るべきものにな

るにちがひない。

上山草人談　 私は招待 を受けただけでは見よ うといふ気は起 りませ んで したが、ラジオ

の放送をきいて、感銘深 く面 白いものだ と思ひ ましたので、やつて参 りま した。矢張

り島国だけに独 自のものがあると思ひます。組踊 りな ど筋は極めて単純な ものですが

台詞に独特 な味があ り、セ リフマ ワシの良さがあ ります。女 の服装な どレヴユーの一

夜漬 けの衣裳 とは比べ ものにな りませ ん、チ ャンとした格式 をもつてゐますね。・・

・色彩 も素晴 らしい ものです。 ・・今晩は特異 な遠い所の芸術 にすつか り酔 ひま し

た。 一

折口 信夫談　 お陰で大成功裡に終ることが出来る。県民諸氏 よ安心あれ。 この機会に沖

縄の組踊 りを復興出来れば幸ひである。沖縄 の歌 と舞踊は この中に生きてゐる。嬉 し

いこ とは団結の成功だ。玉城盛重、金武良仁、新垣松含各氏の努力を喜んでゐる。放

送局の技術員 も玉城氏 らの発音の正確 さ、エ ロキューシ ヨンの見事さこれまであま り

例がない と賞めてゐた。機械 を通 じて見たのだか らこれ ほど確 かなことはない。私 も

早 く台本 を書きたい。(同 紙?「 組踊復興への道」もほぼ同内容)

「学界消息」昭和11年6月 「民間伝承」第10号

その豊富な示唆 と異常な魅力 とを以て毎回満員の盛況 を呈 し、啻に民俗学界のみな ら

ず汎 く各方面に多大の刺戟を与へた。

「日本民俗」昭和11年3月 か ら12月

杉浦非水　 先 日は 「琉球古典芸能大会」へ ご招待を賜 り、感銘深 く鑑賞致 しま したこと

をお礼 申上げます。組踊は、今回初 めて見たもので、非常に珍 らしく、能楽趣 味に育

て上げ られた私達にとつて、とて も親 しみ深い もので した。私の立場か らコスチュー

ムの特殊 な美 しさを覚 えま した。只、「執心鐘入」に出て くる僧侶の頭や衣 が内地的

な俗趣味に流れていは しないか と思ひま した。舞踊の方は全部異存な し。かつて明治

三十六年、大阪の第五回内国博覧会場での催 しの琉球踊 りに魅せ られ、博覧会会期 中

数十回観覧 したことがあるので、久 しぶ りに恋人に巡 り会 ったや うに嬉 しう存 じま し

た。 あの踊 りの中の幾種かは古典 と云ふよ りは現代 に適応 してゐるものがあるや うで

す。兎 に角私を魅了 した主な因は、踊 りの手振 りの特異な美 しさと、琉球のローカル



カ ラー に充ちた衣裳か らであるようです。勿論歌の調子 も其一つではあ ります。

山崎紫紅　 古典 と云は うか、私は組踊に絶対の賛辞を挙げかねまするが、何よ りも嫌み

のない、純な表現を尊敬す るものであ ります。… 琉球へ行 く日があつたら玉城氏

は もとよ り、松含氏の芸 をも う一度拝見 したい と思ひます。

森律子　 私 は … 舞踊だけ見せて頂きま したが、まづ音楽の単調、舞の手ぶ りの大胆

な味な どか ら、阿国歌舞伎時代 もか くやあつたかな どと感 じられま した。衣裳、婁、

小道具 など、何 らかの折 にとり入れて見たい と思つたものも多 く御座いま した。足 さ

ば き、手の動 き様に も特徴 を見出されます。

田辺尚雄　 玉城盛重、新垣松含丈等は十五年前の盛 り時代を見ましたので、年老いた今

日では著 しく見劣 りが します。然 し琉球の舞踊は何時見ても誠にのんび りした気分で

嬉 しく思ひます。… 嘗 て那覇の辻に五夜流連 をして此の踊にイイ気持 に名つて夜

明 しをそた当時 を思ひ出 します。 … 鳩間節 など少 し変化 して居 るや うです。私は八

重 山か ら帰つて来 て、余 りに其の歌や踊のよいのに惚れ込んで、之を歌舞伎の中幕に

作 り 「与那国物語」 として、当時の福助を主役 として歌舞伎座で演 じま した。

村山知義　 この催 しを見た ことは、私に とつて一つの重大な出来事で した。私は突然、

琉球に是非行つてみたい といふ念に駆 られ、此の夏、或 は行 くことになるかも知れま

せ ん。何 がそのや うに大きな感銘 を私に与へたか と云へば、私はここに、二つの強国

の間に介在 して、両方に朝貢 し、遂に亡国 した国の芸術の姿を見 る事ができたか らで

す。… 琉球の現在残つ てゐる芸能 には、南洋 の余映は殆ん ど認 められない。 これ

は宮廷芸術 として、できるだけ荘重に、威厳 のあるや うに、 とつ とめ日本の歌舞伎に

比 して壮重で格式の高い芸 とされてゐる能を真似た結果なのでせ う。私はまた琉球の

芸能に、支那の影響が少 く、朝鮮のそれが著 しいことに驚きました。 この謎はまだ解

かれ てゐません。恐 らく、五、六、七世紀の朝鮮芸能の隆盛時代 に、文化的にまだ低

かつた 日本 と琉球 とへ、朝鮮の影響が浴々 と流れ込んだものでせ う。踊 り手 として私
'
が感心 したのは、矢張り 玉城盛重です。玉城盛義、親泊興照、金武良章の諸君は、 う

まいことは うまいが、達者すぎて、まだ芸が枯れてゐませ ん。女学校 を卒業 したばか

りの素人だ さうですが、新垣芳子、名護愛子の率直な踊にむ しろ惹かれ ました。

崔承喜　 私が琉球舞踊に接 したのは、 これが最初であ りますが、それが非常に優れた民

族舞踊 であることに大 きな尊 さを覚えた とともに、それ らは私の舞踊の研究の上 に、

最近に於 いて も最 も得る ところの多かつたものであつたことを喜びます。… 琉球
、

舞踊を見た時に強 く感 じま したことは、それが朝鮮の民族舞踊や シヤムの民族舞踊 に

類似 して居 る手法 を多 く包含 して居 るや うに感ぜ られたことです。殊 に上半身の動 き

ー肩 の動きや、腕 の動 きは朝鮮舞踊に似 てゐます し、廻 り方に於ける足の動きや手首



の動 きは、シヤム舞踊に似てはゐないか と思はれ ま した。 「組踊」に於 ける様式上の

特殊性 も、朝鮮の民俗舞踊 の中で残 されてゐる代表的なものである 「山台劇」等に見

いだ され るや うな ものに共通 した ものをもつて居 るや うに感 じま した。… このや

うな琉球のもつ優れた民俗舞踊が、有能な舞踊家の手に依 って新たに様式化 され、そ

してそれ が成長 して行 く日には世界に出 して誇 り得 るものさへももつであら うとさへ

思はれ ると共に、この様 な舞踊の伝統が何故、私達舞踊家に 取つて左程注 目されてゐ

ないか と思ふのであ ります。

邦正美　 この琉球舞踊は、その構成 といふ点に於て恐 しく進歩発達 した ものである事 を

発見 した。立派な舞台舞踊である。舞台芸術 として非常に洗練 されてゐる。西洋の在

来の舞踊 ではこれほど合理的な構成はをもつた ものは、一寸見出す ことはむつか しい。

深井史郎　 女の人が美 しい。衣裳が美 しい。 それか ら踊の型が非常に美 しい。 それか ら

「二童敵討」の中に出て来る 「伊野波ぶ し」の じよ うじようたる美 しさは何 ともいは

れぬものであつた。 このふ しにつれた舞台が黙劇的に進行す る場面の、かつて自分が

何 ものにも見た ことがなかつた美 しさは、忘れや うとしても忘れ ることが出来ない。

… か ういふ ものを知 らないで、何の国民音楽か、何の 日本主義か とも云ひた くな

つた。

伊庭孝　 琉球舞踊に就て、先ず第一に感ず る事は音楽の貧弱な事です。 之は 日本舞踊界

全般 に対 して も謂へ る事ですが、琉球音楽の貧弱 さは、その舞踊 に比 して、甚だ しく

ひ どいものだ と思ひます。琉球人は音楽 に対 しては全然不感症なのではないか しら、

此の点琉球人の音楽的才能を賞揚する田辺尚雄氏の考へ とは、私 は正反対です。

琉球の単独の舞踊は甚だ面 白い。節奏的であ り、四肢にその節奏が よく現 はれ てゐ る。

,で す か らコミカルである場合が、其の特色がよく発揮 される様です。殊に、関節の引

導が面 白い と思ひます。先達ての舞台では新垣芳子嬢のものを、特 に興味をもつて見

ま した。 さうしてコミカルなものを除 くと、琉球の踊は 「舞ひ」の形 に近い ものです。

組踊 りといふ ものは、解説書の中で折口 君が記述 してゐる通 り、江戸の所作事や 、能

の改作で、しかも愚劣な改作です。文化の低い琉球に於いて、燗熟 した江戸時代 の芸

術がいかなる形で模写 されたか、 といふ事 を如実に現は してゐます。か ういふ事は、

文化史上には重要な事ですか ら、つま らぬといつて単に突放 して しまふ事はい けない

でせ う。

琉球の団十郎 と謂はれ る玉城氏の踊 も、一応は うなづ けますが、稚拙 なものである事

は否定出来ないでせ う。

岡本信吉　 琉球の芸能の実に緩慢なテンポを持つた芸術 はその中に無限の迫力 を以て人

生の真相を我 々の心に焼 きつけるのであつたぎ例へば銘苅子の一節 であ る。 … 姉が



弟の手を引きつつ、下座の遊び子持ぶ しの中に、実に静かに舞台を一巡す る。唯それ

だけの間に実に哀切極 ま り無き感情が舞台に充満する。従つて後段の訣別の項 は、之

又何等の誇張なき静かなる動 き乍 ら、刺す如き悲 しみ を以て観客の心に迫 るのである。

私の 目頭 もいつの間にか熱 くなつてゐた。私の隣席には丁度長谷川時雨女史が居 られ

たが、女史 も遂 にホ ロホロと泣 いて居 られた。 この子役の出来がまた実にすば らしい

ものであつた。内地にもあれ程 の子役は滅多にあるものではない。

舞踊 にも亦頗 る優れた るものがあつた。… 六代 目菊五郎 の舞踊 にも劣 らぬ もので

あ る。

それ に しても、琉球 の歌の何 と悲 しい ことか。 ・・あ らゆる武器 を奮はれ長 く植 民

地的隷従 に苦悩 し来つた過去の沖縄の姿を如実に見る心地に打たれたことであつた。

土岐善麿　 玉城盛重 といふ人 は、琉球の団十郎 といはれ るといふ話 で、これは得意の芸

といふ ことであるが、… 僕 は老人踊に感心 した。優雅な詞 曲に応 じて、ぬつ とあ

らはれた姿体 と、その舞踊は、いかにも名人の境地に入つてゐ るもの とお もはれた。

…(鳩 間節 について)舞 踊そのもの も、八重山島の もの を基礎 として、沖縄本 島

で多少の変改を加 へ、琉球舞踊の うちでも異色のあるもの といふが、いはゆ る古典物

の民俗学的価値 を別 とする と、これ などは、そのまま本土現代の舞踊 として、清新な

躍動に統合す るものであらう。

座談会 「琉球古典芸能 を語 る」(26人 参加)

折 口信夫　 今 日は、色々なさうした注意、或はあらゆる芸に対 しての批判、或は今度の

会の ご感想 といふや うな事を承 りたい と思ひます。それ で、・先 日出演 して下 さつた

方々に対す る礼儀 もつ きる事 と存 じます。今度の組踊は珍 らしかつた為か、大変セン

セイ シヨンを起 しま したが、吾々は、 さうい う事で安心 してをつてよい ものでせ うか。

私 としては多少不安なところもあ りますが、さういふ ところを何 かはつき り頭 に来る

や うに して頂 きたい。

伊波普猷　 今 日ではか ういふ人達め位置が段々高 くなつて来つつ あつたのですが、殊に

今度の 日本民俗協会の催 しで、あの人達は大いに面 日を施 した訣 です。玉城 さん も新

垣 さんも大変 に感 謝の手紙 を寄越 して、今後琉球演劇保存の為に尽力 して行きたい と

言つてゐます。・…

台詞 と音楽 との関係 なども始めから知つてゐたち面白く聴けた と思ひます。

坂元雪烏　 たつた一度だけ見て批評す るといふ ことは どうか と思ひますが、…

老人踊 りを見て直 ぐ感 じま したのは、テクニックは同じで も、謂 はば下手になつて し

まつたのではないか と思ひま した。

折口 信夫　 殊に沖縄 は狭いか ら、断片的にでもよいことを聞き出さうとしてゐますか ら、



少 し酷評 めいたことを云づておいてもよいと思ひます。… もつ と激烈な批評を し

て頂いたらど うです。

谷川徹三　 私は、組踊では執心鐘入 しか観てゐないのですが、あま り面白い とも思ひま

せんで した。お能などに比べ ると、 どうも芸の上でも、芝居 としての構成の うえか ら

いつても、洗練 されてをらないや うに感 じま した。 さうか といつて、民族的な素朴 さ

も持つてゐない、中途半端なものです。殊に鬼女の宙乗 りには閉口しま した。何時頃

か らああいふ型が出来たか知 りませ んが、あれに比べると、他 の踊 りは面 白い と思ひ

ま した。

伊原宇三郎　 さつ き折口先生が、悪い方の批評 をといふことで したか ら、先その方の批

評 を前に云ひます と、舞台のバ ツクが非常に邪魔 になつた と思ひ ま した。絵の上手、

下手は別 として、調子が少 し強す ぎたといふ ことです。 もつ と、調子を落 して、黄 と

か黒 とかを使はないで、譬へば灰色のや うな色 を使つたな ら、 もつ と踊 りが引き立つ

た と思ひま した。まあ、不足 としてはそれ位の もので、後は条件 に合つた気持で見 さ

せ て貰ひま した。

鳥居言人　 歌舞伎 に少 し肩を持 ち過 ぎるのかも知れませんが、歌舞伎 と比較出来 るや う

なもので した らうか。私 は、お能 と比較す るこ とも困難ではないかと思ふんです。ま

あ、神 楽でせ うな。そんな程度で。大変失礼ですが。…

私 は驚いたですよ。劇の種 目は変つても、出て来 る人は同 じ様な ものを着てゐる、あ

あいふ ことは気をつけなければいけない と思ひ ますね。…

芝居 の方はだんだん滅びて来ますね。…

(玉城盛重について)私 は、それほど名優 といふ感 じを持 ちませんで したこ ああいふ

のは、現代人には魅力がないのではないでせ うか。 又、それが衰退 の原因なのでもな

いでせ うか。お能までに芸術的 に掘下げてあれ ば、何か しら感銘す るところがあると

思ふんですが。

折 ロ信夫　 組踊は、有識者が非常に気を付けて、詰 り鑑賞法が定つてゐて、その型に嵌

めれ ばよいと思ってゐるので、役者 も型に嵌めて しまつてゐて、型を活かす といふ こ

とがないのです。詰 り型に縛 られてゐるのです。その為に却つて堕落 したか も知れま

せん。それに銘苅子の作なんか大分をか しい所 があるや うです。沖縄の人が聴 けば訣

るのか知 りませんが、吾々には訣 りかねる所があ ります。 とにかく、作 よ りはまだ芸

の方が出来てをるので、作 自身が熟 してを らない と思ひます。 それは、作を育てるだ

けの時間 も無い し、社会が狭い といふ関係 もあ るだ らうと思ひますが、あれの元は、

日本のお能や歌舞伎を写 したものでなく、或天才が見学 して、それを覚 えてゐて作つ

たので、それか ら少 しも進んでゐないのです。 それで今度、伊波 さんが組踊 を書かれ



る と云ふのですが。

鳥居言人　 此か ら新 しく戯曲を作 るとして もむづか しいですな。演劇 といふ ものは幾幕

かの もの として、その間に盛 りあがる所がなければならない。 さういふ所が幾つかな

けれ ばな らないのですが、あれなんか、彼所 が特によかつた といふや うな所があつ た

か しら… … 。… あの坊 さんの跳ぶ所なんかとても安つ ぽいや うに感 じられ たの

です。

西角井正慶　 「執心鐘入」に しても、芸術的にこちらのものと一つに して見 るのではな

く、あれはあれ と して見たい と思非 ます。先ほど神楽 といふ批評があ りま したが、そ

れ も入つてゐるでせ う。 しか し、 「執心鐘入」のや うな題材は、ひ とり能 ・歌舞伎 だ

けにあるのではな く、神楽にもあれば、萬作のや うなものにも入つてゐるので、私 ど

もとしては、洗練 された歌舞伎の道成 寺 と比較す るのでな く、ああいふ風なものを見

て、 「道成寺」の古 い相を考へて見 よ うとす るのですか ら、やつぱ りああいふもの を

やつて頂 いた方が よいと思ひます。

「旅 と伝説」本田安次 「琉球組踊の型」連載　 昭和11年8月 か ら11月

「文芸春秋」昭和11年7月 号 「目耳口」

最近観 たものの中で一番面 白かつた ものは五月末に 日本青年館 で行 はれた琉球の舞踊

だつた。芝居の方は 「執心鐘入」等道成寺の焼直 しだが、踊の方は 「谷茶前」 「高平 の

万歳」 「鳩間節」 「天川踊 り」等、今 日の眼で見ても面 白いものだつた。音楽はメロデイ

ーには書 くベきものは殆ん どない程の単調 さだが、 リズムは面 白く 「天川踊 り」の リズ

ム等はルムバみたいな所 もあるし、ランチエラみたいな所 もあるし、なかなか南国的な

ものを持つ てゐる。そ して踊 りが細か くリズ ミカルに動 く所 になると、徽章をつけた沖

縄県人 らしい人達が熱狂 して拍手す る辺 り、なかなかに良きものがあつた。

この会の出演者達は琉球では皆紳士淑女許 りださうで芸人は一人 も入つてゐない し、

'芸 人 と云ふ のは軽蔑 されてゐ るのだ さうだ
。 その紳士の中で玉城盛重 と云ふのは琉球の

団十郎 と云はれてゐ る人ださ うで彼の万歳等は堂々た るもの、それ よりも僕達を喜 ばせ

たのは鳩間節を踊つた新垣芳子 と云ふ女性で、顔 も現代的なボーイ ・フェースだ し、 リ

ズムへ対す る感覚 も溌刺 としてゐる し、 もつ と洗練 した ら東京の舞踊界で充分 に評判 に

なる女性 だ。 さしづめ琉球の崔承喜 と云ふ所だが、承喜より更にフ レツシュなものを持

つてゐる。 それか ら名護愛子 と云ふの も非常な美人だ。今ん とこ僕は琉球で持 ちき りで

ある。 〔目〕

民俗協会 といふ会の主催の琉球の芝居や踊は確に珍 しい試みだつた。 それは目には大

変面 白かつたが、耳には不満だつた。音楽は極めて単調 で、そ して独唱者の声が悪 くて

閉口 だつた。僕興味を感 じたのは音楽 よりもそのテキス トだ。琉球の音楽は 日本語 を研



究す る人々には非常にいい参考だつたに違ひない。 この会の雑誌 には記録 としてP・C

・Lで トーキーをとり、兼常 さんに音楽 レコー ドを作つて貰つた とあるが、それでは遥

かに不足だ。あの音楽や科 白を根本的に十分に録音 してお くべきだつた。 〔耳〕

村山知義 「琉球の演芸を見る」昭和11年7月 「文芸通信」4-7

私に とつて全 く未知の国だつた琉球の古典芸能 の会 … を見て、勉強に もな り新 し

い喜びをも味はつた。… 歌詞は 日本語 ではあるが、ナマ リが多いので殆ん ど意味は

解 らない。非常に単純 な打ち沈んだテムポのの ろい淋 しいものだ。… 見終わつて 私

はいろいろの疑問に出会ひ、楽屋 に折口信夫氏を訪ねて質問 し、また、琉球の団十郎 と

云はれ る六十八歳の玉城盛重氏 と談 を交 した。… 私 は踊を見て支那 の影響 が殆ん ど

認 め られず、 日本 と朝鮮のそれが甚だ大い事 に気付 いた。… ごく大 ざつばな推察を

下せばテムポの速い単純な動的な南洋的な原始舞踊や音楽が、朝鮮の影響を受 け、その

土台の上に更に 日本の影響 を受け、且つ、主 として宮廷芸術であつた為の上品化 の努力

が加 は り大国の間に隷従的に介在 してゐた事や亡国 した事 もあづかつて、現在のや うな

芸能を生み出 したものであらう。現在見 られるテムポの速い雑踊(天 川踊や鳩間節等)

は ごく後世(恐 らく明治以来)の 創作であらう。… 私 はこれ らの踊や劇か ら圧倒的

な感動を受 けることはで きなかつた。 しか し、「可憐なる崇重 さ」 を感 じた。 亡び行 く

国が一生懸命にその威厳 を保 た うとするところに生れた芸術である。 その様式化のとこ

ろどころの箇所 には、(そ の様式化はきはめて 「控 え 目な象徴」の上に成 り立つてゐる

のだが)云 ふベか らざる魅力がある。嘖き出よ うとす る意欲は、押 えられ、押 えられ し

て、かかる象徴にまで化 したか?今 にも生きて動 き出 しさうな、精細な蝉の脱 け殻一そ

れは若 い蝉のデ リケー トな身体の一部だつたものであ り、その若 さをたたへつつ、 しか

も老い朽 ちたものなのである。

彌吉三光 「琉球舞踊の技巧」昭和11年7月 「舞踊新潮」2-6

琉球の舞踊はふ しぎに明るい。輝か しい。 これは私達に諒解 しがたい事だ。何故か と

言つて 日本の島々の舞踊はみんな淋 しい。淋 しい どころか暗 くて陰惨な感 じさへ与へ る。

… か ういふ風に琉球舞踊は真踊 りである。か ぎやで風、 こてい等の型 を守つた舞踊

を中堅に、その両翼 に内面的に掘 り下げ られた諸屯、安里屋、花風、ス ピーディでモダ

ニティに富んだ鳩 間、天川 、谷茶前等をひかへた驚嘆すべ く広汎な舞踊の王国なのだ。

岩佐東一郎 「茶煙閑語 その二十四」昭和11年7月 「文芸汎論」昭和11年7月 号

大体に於てテムポはもの うくゆるやかであ り、囃子もまた熱帯の午睡のや うにだるい。

踊 りは、男 も女 も手首か ら先 を大変センジユアル に活躍 させ る。僕の気に入つた踊 りは

老人踊 り、花風節、鳩間節、 谷茶前節、四竹踊 り、浜千鳥節、天川踊 り等で あつた。劇

は、道成寺の執心鐘入 と、謡 曲芦刈を粉飾 した花売の縁の二種。



唄 もセ リフもテ キス トと見比ベて聴 けば 日本語なのだが、独得の発音 とテムポがある

ので唯聞いては皆 目解 らない。歌謡をテキス トで読むと、徳川初期の隆達小唄、山家鳥

虫歌、糸竹初心集、松の葉、松 の落葉な どと大いに類似 してる点が多い。二三テムポの

早い踊 りはルムバに実に似てゐるので満場の喝采を浴びてアンコール させ られた。いづ

れの踊 りも一曲すんで退場する時の上品 さには打たれ るものがあつた。 このや うな特殊

な催 しを してくれ た 日本 民俗協会に深 く感謝の意を表 したい。 °

昇曙夢 「琉球古典芸術」昭和11年8月 「む らさき」3-8

(浜千鳥節)流 石に南国の人々は深い郷愁にそそ られて急に帰 りた くなつたくらゐだ

が、 さて東京の人々が果 してあの情調にぴつた り溶け込む ことが出来たか何 うか疑 は し

い。 だが、同じ雑踊 りで も 「天川踊 り」 とか 「鳩間節」のや うな世話がかつた端踊 りに

なる と、琉球舞踊の近代化 した、非常に陽気なスぺイ ン風の舞踊で、そのテンポの速い

軽快な リズムが巧み な全身舞の舞ひの手 と共に、満場破るるばか りの熱狂的な喝采 を浴

びて、東京の観 客に もひ どく受け ら流 たよ うであつた。… 一、二 自分の気付 いた点

を付加へてお く。その一つは囃子方の足並が時 揃々 はなかつたこと、従つてまた さ うい

ふ場合 には囃子方 と踊 り手の調子 もぴつた り行かなかつた ことである。 これは恐 らく練

習の不足か ら来た ことだ らうが今後注意 して貰ひたい。

次に舞踊 の区切 り区切 りの 「居直 り」 の時一体に足を横 に開き過 ぎる癖がある。殊に

女踊 りの場合 はそれ が異様に 目立つ。 これは本来 「半足」 ともいふ くらゐだか ら、間隔

をも少 し縮めるとか、足を前方に出す とか一工夫を要する1そ れか ら組踊のセ リフ廻 し

の不 自然な点である。 これは古 くか ら型がきまつてゐるか ら無理な注文かも知れないが、

本来が長いセ リフを、テ ンポののろい、間のび した単調な詠嘆調で発声す るか ら、聞き

慣れない者 に取つては不 自然な感 じがす るばか りではな く、堪 らない退屈 さを覚える。

この点将来考究の余地 はない ものか、当事者の一考 を煩は したいと思ふ。

比嘉美津子 『素顔の伊波普猷』平成9年8月 刊

公演会の時、余 り世に知 られてないが、当時 『女人芸術』 を主宰されていた長谷川時

雨女史 も見物に来 られ、秘書の若林つや さん と私は友人だったので、紹介 された時、時

雨女史は 「まあ、お郷里の芸能の素晴 らしい こと!私 は晩 もまた来ます よ」 と、大変

興奮 された ご様子だ つたが、夜の部 にも、五、六人のお弟子 さん方を引き連れて来 られ

たことも、私には深 く印象 に残 ってい る。

・昭和11年 東宝 「情焔賦」について;

楠山正雄7月10日 「東京朝 日新聞」

有楽座の壽美蔵劇 団へ来 ると、 ここはま さにヂャーナ リズムの氾濫である.… 東

宝系の徹底 した近代性は快い し、開演時間の西洋流 もいいが、 こん どの様に相応手の込



んだ道 具芝居が四つ もあ り … それ に四つの出 し物が、作はともか く下演出法が可 な り

野心的であの劇場の設備では手軽にこな しきれ ない といふこ ともあ らう。… どの幕

にも、まるで 「演劇」が無 くて、芝居の 「むだ」が無 くて、小説 の筋 をいそが しく追ふ

だけなの も、同様 に疲れ る。・… 最後の琉球道成寺、芦燕、高麗蔵 両君の 「情焔賦」

でやつ と救はれた。振付の藤間勘十郎 さんにお礼をいふ。

(なお、7月5日 付広告 には舞台写真が二葉 あ り)

「劇評」昭和11年8月 「演芸画報」8月 号

これは此問来た琉球の連 中が持つて来た もので原作者は玉城朝薫 とある。それ を東宝

文芸部編の町 田嘉章作曲の藤間勘十郎振付 といふ訳で此の舞台に持 ち出されたのだ。琉

球の道成寺 と謳 ってある。全部で四景あつて第一場 は 「琉球国都首里に通ず る山道」・

・・第二場は 「山麓 の一軒家」… 第三場 「寺院へ の街道」… 第 四場は 「鐘楼のあ

る寺院の庭」… 短かい舞踊劇で四景にも変るので当然散文的な ものになるのを免 か

れ てゐない。併 し意図 としてはこれが一番褒 められ ていいものだ と思ふ。… 斯 うし

た ものへ手を染めて有楽座向に持へ上げたその気持 を私は買ひたい。芦燕の娘が良かつ

た。 向ふ の着付が却つて和服 よ り似合ふ感 じだつた。鮮麗で妖冶でもあつた。高麗蔵の

若松 は無表情で、そつけない事彩 しい。… 最後 の舞台の奥いつばいに劫火燃 え さか

り、その火の色に染つた娘 の白い着付、鐘楼の下にズラ リと並んだ坊 さんの必死な祈念

…それは美 しく凄かつた。衣裳装置(田 中良氏)に 内地でない情態 が覗はれ、音楽の琴

唄 もそれにかな り効果を添へてゐた、つまりその変つた気分の何 となくあるのが私には

一番いい と思はれたのである。(舞 台写真一葉あ り〉

小林勝之丞 「無遠慮に申す」昭和11年8月 「演芸画報」8月 号

日本青年館で琉球団十郎の一行 が見せた 「琉球 の道成寺」か らヒン トを得て町田嘉章

作曲。肩書沢 山の新舞踊劇。新 らしい 「日高川」 と思へばよろ しい。芦燕の美 しき娘が

主になつて一座総出演。第三景には夏川静左 と高橋豊子が通行の女。琴次郎の豚 売。寿

美蔵が商人。団次郎、蓑助が漁師。 これだけの役 が芦燕にか らむので面白くあ りそ うで

根つか らさうでない。高麗蔵の中城若松 も同断(タ イム十時半～十一時)論 より証拠。

これだけ見終わつてハテ何が面 白かつたか。 さア分 らん。専属俳優 にあれだけの腕があ

つて、それが見せ られぬ。芝居 は理詰めでは徹 らぬ。偉がつた理想 を云々 した所で結局

芝居 は芝居なのである。次には看板通 り面 白い芝居を見せて呉れ。 どッちで もいいなら

人助けだ。休演 した方が宜か らう。

(台本のほんの一部が載 つている 図1参 照)

・昭和12年 渡嘉敷守良琉球古典舞踊 と講演のタについて:

「報告記事」昭和12年8月 「日本民俗」2ー12



昨年本会が催 した琉球古典芸能の会は、各方面に甚大な影響を与へ、今だにあちこち

の話題 に上 り、是非ま う一度見たいものだ と切望 されてゐた折柄、偶々、昨年の会 には

南洋に出向いてゐて参加 されなかつた唯一の女形専門家渡嘉敷守良氏が上京 されたので、

… 会憎 当夜は、本年中で珍 しい雷雨であつたが、それでも会場は満員の盛況を呈 し、

会衆 は、ただ恍惚 として技に うたれた形 であつた。

・昭和13年 トラウツ博士送別会余興琉球舞踊について:

江馬務 「琉球の舞踊を見る」昭和13年4月 「風俗研究」215号

三月六 日地久節 の夜、独逸文化研究所の トラウツ博士が久 し振 で独逸へ帰国 され る送

別 の会があつて、余興に琉球の舞踊が同文化研究所で演ぜ られ、私 も御招待によ りて之

を観 る事が出来た。集 る人々の中には成瀬無極、佐多両博士、黒田正利京大講師や多数

の外人を加へて花やかな観衆だつた。… 要す るに琉球の舞踊で考へ させ られる こと

は、一、雅楽能 と大 なる交渉あること、二、囃子が雅楽 と関係あること、三、 日本 内地

の風俗 と関係 あることの三つであつて、琉球に万葉頃の語や平安朝の風俗が残つてゐる.

ことか ら考へて も、これ らは 日本の雅楽、能楽の手の起原 になつてゐる系統の ものでな

か らうかといふ憶測である。 日本風俗研 究には、先ず琉球の研 究が必要であるといふ こ

とを痛感 した次第であつた。

・昭和14年 東宝 「琉球 レヴユウ」について:

「劇評」(筆 者A)7月13日 「東京朝 日新聞」

[見出 し]斬 新な企画だが/期 待に反 して内容は平凡/日 劇 の琉球 レビュー評

我 国の レビュー乃至シ ョウは大部分外国の模倣であり、たまに日本的なもんがあると

すれ ば、それ は概ね昔なが らのお座敷的 日本舞踊や歌舞伎か ら取材 したもので一般民衆

の 日常生活 とは、かな り縁遠い ものであ る、ところが 目下 日劇 に上演 してゐる 「琉球 レ

ビュー」は我 々が最 も親 しみ易い 日本の民族文化に着眼、取材 してゐる点に異色がある。

日劇 では、このため佐谷功、島公靖、葉村み き子の三人 を琉球に派遣 して取材せ しめ

た といふ ことで、その良心的な態度 は企画の斬新 さと共に賞すべきである。"

内容は琉球の民族舞踊 と民謡 を主に した もので、そのメロデ ィ ・リズム及び振 りに朝

鮮 のそれ と一脈相通ず るもののあるが面 白く、舞台に見るカス リの着物の美 しさも印象

に残る。

短期間によく琉球舞踊をこなした葉村みき子の努力 と島公靖の簡単乍 ら効果のある装

置は認むべ きだが、音楽がこれに伴はず民謡が効果的に使 はれてゐないのは惜 しい(現

地調査 に音楽担当者 を参加せ しめなかつた ことは手落ちである。)ま たカーテンを無暗

に多 く使つたことと、舞台中央のマイクに歌ひ手を固着 させた演出の拙 さは、澄川 久の

出演(第 八景)と 白井鉄造のそ ぐはない振付(第 九景)と 共に大きな欠点となつた、空



手 ももつ と様式化する必要がある。

要するに期待に反 して内容 は案外平凡であるが、 この種の試みは今後大いに奨励 さる

べきである。

・昭和15年 東宝 「八重山群島」について:

「劇評」(筆 者A)4月20日 「東京朝 日新聞」

[見出 し]愉 しい民謡/八 重山群島/日 劇評

さきに琉球 レビユー、朝鮮 レビユーを上演 した 日劇が今度は遥遥八重山群島に巌 きみ

子、中井正子の両人を派遣 して取材せ しめ、之 をレヴュー化 して上演 してゐ る。琉球 レ

ヴューの時 にも感 じたことだ、カス リの着物 に前 で結んだ兵児帯、鉢巻 きに脚神の姿が

我々の眼にか くまでも美 しく映 じたことはない。

小きざみにきざむ軽快な リズム、テキパキ とした四肢の動 き、南国的な旋律は我々の

心を捕へて常夏の夢幻境に遊ば しめるに十分。音楽にも踊 りに も何処か朝鮮や タイ国或

はバ リー島のそれに一脈相通ず るものを感 じられ るのも面白く、素朴で而も上品なエ ロ

ティシズムと南国的な土の香 りと情緒は四十分の上演時間をさほど長 くは感 じさせ ない、

以前の琉球 レヴューや朝鮮 レヴユーの時、最 も欠点 とされた音楽が今度 は現地に人を派

して学ぱ しめたために、選 曲も編曲 も前 よ りもずつ と良く、島公靖 の装置 と衣裳の配色

の美 しさは特筆すべきものがあ り、中でも第二景 「蝶 と花」の場面が優秀である。

、 演出上の欠点 もないではないが素材 の良さが、 よくこれをカバー しとにか く我 々はこ

の作品によつて、 日本にもこんな美 しい民俗舞踊のあるのを知 ることは喜ば しいことで

あ り、 日劇 当事者が少なからざる犠牲を払つてこの種の ものの紹介に努力す ることは、

一つの文化運動 として認め らるベきことであらう
。

若山 「八重 山礼賛」4月3日 「沖縄 日報」(これは公演に関連す る文章であ る)

島の人々は僅かの時間であれ丈の数の踊を覚え込んだ中井、巌両君の努力 を大いに感

心 して呉れた。石垣町でお世話になつた喜舎場さんのお話では 日劇で琉球 レヴユー をや

つてか ら、紺絣 りの売上げが大変良くなつた との事であつたが、何だか嬉 しい話 だ。・

・・内地の人が こちらへきて1実 は 日劇のシ ョウを見て琉球へ来たくなつた と云ふ話だ

,つた。そんな人はきつ と満足 して帰つたに違ひない。

今井邦子 「八重山レヴヰー」5月6日 「沖縄 日報」

しつか りした記憶はないが 日本青年館で毎年郷土舞踊の催 しがあつ たがその或 る年、

私は八重 山節 といふのを聞いて深 く深 く感動 した。八重山群島には 日本古代の言葉に近

い言葉が多 く用ひ られてゐ るといふ事 も其時に聞いて記憶に残つてゐた し、その八重山

節 といふのがほんとに良い節で島の娘が四五人来て唄をうたひ、又古代の娘はか うもあ

つたか といふ感のおのづ とわいて来 る様な素朴でほが らかな線の太い、 しか しなが ら優



美 な所のあるその舞踊 に万葉集 の歌 を読み味はう時に感動する感動 と甚だ相 かよ う純朴

な感動 を呼びおこされた其記憶 をなつか しむ、ひたす らなる期待があつた。…

此度の 日劇 の レビユ ウには私はもつ と小太鼓のま じるのを期待 したがそれ をあま り聞

く事の出来なかつたのは残念であつた。… 其音があま りま じらなかつたのはやや物

足 りなかつたけれ ど其音楽はた しかに聞きよかつた。実際島に渡つて直接研究 しただけ

あつて誠 に郷土的のよい味を出 してゐた。それか ら感心 したのは其背景である。 強い色

彩をた くみにつかつて熱帯的の草や花の息づまる様な群を見せ、そのなかの平 らな芝原

みた様 な所 に、た くみに美 しい色彩の粧 をした島の男女が入 り乱れて踊 りふける、その

句稿 に濃蒼の海が空 と接 してゐる。空には美 しい星座がキラめいて見える。スバル星が

光 りきらめいてゐた。見た目の一番美 しく華やかであつたのは 「蝶の踊」 といふのであ

つて、少女群の半数 が牡丹の花笠 をかぶつて踊 り半数が蝶の羽を負つて其牡丹の花 とた

わむれ遊ぶ、お もしろさであつた。然 し私の一番感動 したのは 「布晒節」であつた。・

・・その労苦を表 は したものといふ、此一場所は実に見こたへがあつた。…

岩井勝 「八重山群島を観 て」6月14日 「沖縄 日報」

八重 山に生れ、八重 山に育 くまれた人 々のものは、それは東京の舞台に演出 されて全

くその儘には再現出来 るものではない。 レヴュ形式においては地方色がそのまま反映す

るわけにはゆかぬ し、そのまま反映 させてはレヴュ形式の統一を失ふ結果にも立 ち至る。

伊波氏の原案 にも、演出振付の巌 中井両嬢 の苦心にも□□は この点 において八重 山の空

気 をどれ程伝 えるべきかの考慮が多分 に払はれ たにちがひない と考へ るのだ。… 恐

らくは もつ と強い、 もつ と純朴な精神 が この島の住人たちの舞踊の中にはあるに ちがひ

ない。 こんなことを考へなが ら私は八重 山への遊心を抑へ ることができなかつた。 ここ

では島の単純 な現実生活に根を下 した唄や踊 りが、その生活 とは凡そ遠 く離れた都会的

な埃 をもつて 「再編成」 されてゐるのである。然 しこの相違は最早この舞踊以前のもの

として許 されるべ きものであるかも知れない し、又 この 「再編成」 こそレヴユ としての

身上でもあ らう。

さて 「八重山群 島」六景の中では第一景の石垣島が一番良いと思つた。黄を主調 とし

た衣裳 も美 しかつた し、現実か ら遊離 しない情緒が どこかに漂つてゐた。アサ ドヤユン

タ、マ ミドーマ、竹富巻踊 りが此の中に出て来る。

第二景 蝶 と花、四景四つ竹踊 りは土の精神 と黒潮の薫 りを離れ ること遠 く、台風の

島の面子は どこにもない、弱々 しい空々 しいもの となつて しまつた。ただ四つ竹の音 だ

けが音楽的な心 良さを もつて残つてゐる。… 衣裳は幾分弱すぎて島民の生活の素直

さを表現するのに不十分の うらみがあつた。 もつ と柔 らかくない布で作 るべ きで あつた

らう。そ して色彩 も□をあんな風 に多くせずに黄 と紺 と紫 を生かすべきであらう。 照明



は 自然の南国の光を考慮すればもつともつ と舞踊が生きて くると思つた。唄は良い と思

つた。沖縄で聴 き覚へた節廻 しが ときどき出て来て再遊の決心を深め ることしきりであ

つた。

・昭和15年 東宝名人会について:

花園歌子 「琉球舞踊小見」昭和15年12月 「月刊文化沖縄」1-5

嘗て 日劇 で、またこの間有楽座で葉村み き子が踊つた琉球舞踊の正真 のものを新垣澄

子によって初めて東宝名人会で見学 した。名前は忘れたが、蛇皮線 を伴奏に して四つ竹

を持つて春の 日に遠鶯の音色をなつか しむや うなあの静閑な舞姿 を、 ウッ トリと私は見

た。着付の古風な明るさも大変好 もしい。安藤鶴夫氏は都新聞紙上の芸評で、上方風の

舞 の味を取 り入れてゐると書いてゐ られたが、これ は私には疑問がある。何故な ら、成

程、あの踊 りの色 と云ひ匂ひ と云ひた しかにそれは地唄の糸に乗つて舞 はれ る上方の舞

と一味通 じるものはあるけれ ど、歴史はこちらの方 がずつと古いのではないか しら。昔

琉球の人達が 日本へ来て上方か ら写 し取つて行つた と云は うよ り、この琉球の人達の舞

踊 を、上方の人達が取入れて 自家楽籠中のもの とした と云ふ方が 自然ではないのだ らう

か。私 にはその方が自然に思へる。是非これは本誌 を通 じて琉球通の皆様に御指教 を得

たい と思ひます。いづれに して もこの舞踊の古代 日本 的明るさ美 しさは、例へば佐藤春

夫氏の装槙本で見 る感 じが して好 もしい限 りぢ と思ふが、皆様いかが!

さてその次の鳩間節 と谷茶前 とはガラリと変つて軽快そのもののや うに躍動す るステ

ツプに四肢のエキスプレツシオ ンに目を瞠つた。本 当に私はびつ くりした し大変感心 も

させ られて しまつた。第一そこには少 しも東洋風の瞑想的なものが見 られない。例へば、

支那の舞踊な どに始終見 られ る諸行無常 とか寂滅為楽 とか、根本思想 に於けるそ うした

暗鬱 さ、寂寞 さが一切見 られ ないのだ。あ くまでカラ リと空晴れてゐて、さあ例へて云

へば何でせ うね。 さうだ。曇 りな く拭はれた土耳古玉のや うなエキゾテ イツクな碧 さと

で も形容 しよ うか。それほど青春的な西洋的な明朗 さが、あの踊 り全体に満 ち溢れてゐ

るのだつた。

私は素晴 らしい近代風の線 の交錯 に、息を呑んで酔つてゐるや うな心持で見学 した。

そ して二つの踊 りが終つたあと、どうして傑れた洋舞を鑑賞 した後 と同 じ醍醐味が感 じ

られてならなかつた。それに しても、こんな洋風 のテクニツクの ものがいつ どこからど

うして、琉球へ渡来 し、土着 し、醗酵 された と云ふのだ らう。 いや それ ともこの洋風な

ものは渡来品ではな く、偶然の暗合で、あくまで琉球 と云ふ島 自体に発生 したものなの

だ らうか。 同時に、最前も云つた通 り、 どうして もこの島国の舞踊には東洋的 な支那的

な仏教的なものが毫未 も影を止めていないのだ らうか。 これ又御教示が頂 きたい。

琉球舞踊はかくも私に さま ざまの研究課 目を与へて呉れた。有難いことに思つている。



・昭和15年 東宝 「琉球 と八重山」について:

「文化沖縄抄」昭和15年9月 「月刊文化沖縄」1-2

帝都のファンを熱狂 させ南国情緒を満喫させて、万雷の拍手 を浴びて盛況の裡 に幕を

閉 じた。

藤森成吉9月17日 「東京朝 日新聞」

[見出 し]琉球 と八重山/建 設評壇

伴奏から一切西洋楽器 を抜 く決議その他、新体制を円実に、保守反動風潮が再び 日本

舞踊界に頭 をもた げてゐるや うに見える。芸術部門の新体制も、他の部門と同 じく、む

しろ飛躍、一新でなければなるまい。停滞がよくないな ら、逆 もどりは更によくないこ

とでなければなるまい。

ただ殊に芸術の場合、内容空疎な号令的新 しが りは禁物である。過去の蓄積や成果が

十分検討 され、それ と生活 との結びつきにおいて 「新 蔽」がな され なければな らぬ。

その意味で、今 日本舞踊界に最 も必要 とされ るものは、地方民俗舞踊 の研究であ らう。

伝統の舞台舞踊乃至座敷舞踊は、能楽 と同 じくすでに昇華されすぎ、生活から遊離 しす

ぎて、新 しい母胎 はほとん ど予想 されがたい。

毎年 日本青年館で催 された各地民俗舞踊の公演が近年途絶 えてゐることは惜 しまれ る。

今 日本劇場で東宝舞踊隊が演 じてゐる 「琉球と八重 山」舞踊 は第一に如上の真摯な紹介

乃至研 究の点、第二に、それ ら遠海の島々の舞踊がす ぐれた特色 を持つ点、推賞に値 す

る。全国的に見て、それはむ しろ単調 である。然 しそれ は、生活的民俗的健康性に依 る

単調 さである。

む しろ、 ヨリ古 く、 ヨリ静的な、繊細 をきはめてゐ るが昇華 されす ぎて発展の余地の

ない琉球古来の種類を採 らずに、動き多 く生態的に溌刺 とした鳩間節風 のものを採った

見地に賛成 したい。

ただ、十ばか りの連続舞踊をほ とん ど同 じテンポに したための単調感 、稲の刈入れ そ

の他の生活舞踊を一様の海岸風景のなかです る演 りかだ、等は 採 らぬ。遥々琉 球か ら招

いた新垣澄子のそれ らの踊 りが特に感動的であるだけ、今度の試みのためにもいつてお

きたい。

・「琉球の 「芝居 と舞踊」評」昭和15年11月 「月刊文化沖縄」1ー4

〔「文芸春秋」昭和11年7月 号 「目耳口 」の再録。 その再録の前 に以下の文章が あ

る。〕

昭和十一年五月 といへ ば古い話だが、琉球舞踊の帝都 の桧舞台 と踏んだ最初の記録で、

民俗協会 といふ会の主催の 「琉球の芝居 と舞踊」を 日本青年館で催 したのは確 に珍 らし

い試みだつた。当時の批評を薙に再記 してみると、何か得 る所 も少な くない と思ふ。



・昭和16年　 曽我廼家五郎ー座公演 「海戦秘話　 敵艦見ゆ」について:

小林勝之丞 「五郎劇の5月 」昭和16年6月 「演芸画報j6月 号

是だけが旧作。 と云つて も昭和十年五月初演、 日露戦争が生んだと云はれ る曽我廼家

だけに五郎 も感慨深 しと見え、これは味の変つた もの。フ ア ンに してみれば何処かで笑

はせて くれ るだらうと愉 しみ もあつた らしいが、ど う致 しま しての大緊張!新 聞で云へ

ば第二面に演芸記事が載つたような気分だが、第一場の琉球風俗、第二場の五人の船頭

が決死の勢ひで逆まく怒涛 を乗越 える悲壮。御 国の為 と、琉球人が命を賭 して宮古島か

ら石垣島電信局へ敵艦見ゆ の報告すれば既に一時間前。哨艦信濃丸か ら第一報あつた と

いふ第三場。五郎は此の、がつか りとして物云ふ元気 もな くな りつつ も他 の四人の船頭

と共に 「万歳」を叫ぶ沖花善牛なる船頭の役 を、強 く、強 くと見せ、感情入 り乱れての

幕切は、得心させた演技であつた。一体に迫つて来 る力の弱 さがある。船頭連はあれで

いい として島司橋内軍八(富 士雄)が 、 さば さば とした態度が物足 りぬ。 この男が西郷

隆盛 と共に勇名 を轟かせた とは、如何見て も見 当違ひ。 そこが曽我廼家 とはいはせぬ。

(舞台写真一葉あ り)

以上が、管見に入 った本土における沖縄芸能公演 に関する劇評や コメン トであるが、実は公演

自体を二つに分けて考察す る必要がある。すなわち、沖縄か ら本 土に渡ってきた芸能者たちによ

る公演 と、琉球舞踊や組踊の影響を受 けた本土の芸能者による公演 との二種である。 この二種 は、

同時に、観客層 を二分することにもなつている。前者はその観客の多 くが、研 究者や本土芸能 の

実演家、沖縄県出身者、ジャーナ リス トであったのに対 し、後者 は一般大衆 を観 客として想定 し

て創 られてい くのであった。本稿では、前者に重きを置いて、沖縄芸能の受容について考えてゆ

くが、その前に、 これ ら沖縄の芸能者 による公演の意義について触れてお く。

最初に述べたよ うに、明治26年 の琉球芸能公演を嚆矢 として、何度かの本土公 演が行われたが、

昭和に入って、まず沖縄ではなく八重山の芸能 の紹介が行われた点は注 目すべ きである。なぜな

ら、折 口信夫が石垣島の盆行事アンガマァを見て、形ある神の存在を知 り、まれび と論 を導き出

したごとく、琉球王国の宮廷芸能 として一種洗練 された琉球舞踊踊や組踊に比 して、八重 山の唄

と踊 りはいまだ祭祀における古態を残 し、芸能の発生を考察す る上で大変貴重 な素材 となったは

ずだか らである。次 に、昭和6年 の民俗芸術 の会主催の琉球舞踊古典劇公演であるが、 これ は

「突然の思い立ちで、準備 に要すベき 日数は全然無かつた」 とのことではあるが、特筆すベ きは、

これが本格的に組踊 を本土に紹介 した最初の公演であったことである。それ ゆえに、満場の観 衆

を集めることにも成功 したのであろ う。唯この公演をきっか けに組踊の研究が進展する とい うこ

とは、残念なが ら、なかった。

そ して、昭和11年 の琉球古典芸能大会は、前章でも述ベたように、折口信夫が第三回 目の沖縄



採訪の際に実現 を決定 し、はた して戦前における琉球古典舞踊 と組踊の公演 としては空前絶後の

成功 を収 めることとなる。 この公演は、ほぼ沖縄芸能者のベス トメンバーが参加 し、 しか も組踊

を四番上演するな ど、充実 した内容であった。 これ ら一連 の公演は、極 めて学究的な意図か ら企

画 されたものであ り、いずれ も相 当の観客 を動員 してはいるが、もう一方の、 日劇や歌舞伎 にお

ける 「沖縄 もの」 とは動員力 に大 きな開きがあった。

ー方
、二分類の うちの後者は、琉球舞踊や組踊の影響を受けた本土作の舞台であった。 これは、

基本的に商業ベースで、 ビジネスとして創作 されたもので、前者 とは対極に位置するものであっ

たが、ア レンジを加えた ものとはいえ沖縄芸能を一般 に知 らしめた意義は大 きい。

さて、本土における沖縄芸能の舞台に関す る劇評やコメン トを見てみ ると、やは り驚 きを伴 う

絶賛の声が多いのであるが、 中には手厳 しい批評も見 うけ られ る。例 えば 「文芸春秋」昭和11年

7月 号のコラムには 「目には大変面白かつたが、耳には不満 だつた。音楽は極めて単調で、そ し

て独唱者 の声が悪 くて閉口 だつた。」 とあり、また村 山知義は 「文芸通信」4ー7で 「私 はこれ

らの踊や劇 から圧倒的 な感動 を受けることはできなかつた。」 と述べている。いずれ も昭和11年

の 「琉球古典芸能大会」に対する感想 であるが、当時の沖縄 の新聞には大成功 と報 じられ、一部

の識者の感 嘆の声 も紹介 され るが、こ うした辛辣 な批判は紹介 されなかった。

この公演 は 日本民俗協会主催で、公演後内容 が学術的に検討 されたが、そ こで折 口信夫は 「沖

縄は狭いか ら、断片的にで もよい ことを聞き出さ うとしてゐますか ら、少 し酷評 めいたこ とを云

つておいて よい」 とし、鳥居言人は歌舞伎 と比較 しなが ら大変厳 しく批評 をしている し、伊庭孝

・谷川徹三 ・坂元雪鳥 らも相 当に辛辣 な発言を している。 これは、沖縄芸能の将来を考えて行わ

れた ものであるが、残念 なが ら沖縄側 にはその意図はほとん ど伝わ らなかった。

た しかに、この公演のため沖縄を発つ前の那覇での試演会で、玉城盛重 と新垣松含の組踊の演

出の上での対立が露見す るな ど、本土公演を成功裏 に終え られ るか どうかが、まずは沖縄側の大 、

きな課題 であったか ら、沖縄への報道が大成功のみ を強調 したのは、一面当然でもあった し、そ

れに よって、沖縄の芸能者全体へ大きな 自信 を植 え付ける役割 をも果た したことも大事 なことと

して指摘 してお く必要はある。 しかしなが ら、一方で本土での率直な批評 ・批判が報 じられなか

つた点は、沖縄の人々にとって、本土での受 け取 られ方を知 る機 会を逸 したとい う意味で、今 日

にまで引きず る禍根であった とも指摘できるのである。

また、そこでは沖縄芸能のオ リジナ リテ ィの問題、文化の移動や変容について、あるいは組踊

への評価 な どが大きな関心 となっていたが、未だこれ らの発言 に対する検証は行われていない。

そのことは、国立劇場おきなわが開場 して、い よいよ沖縄芸能が 日本全体の中で どのよ うに認知

され、継承 され、新たな展開 を見せ るのかが問われている今 日において、実は極 めて重要な課題

なのである。

一方
、大変興味深いのは、 この昭和11年 の琉球古典芸能大会後、す ぐに東宝が 「執心鐘入」 を



翻案 した 「情焔賦」 を片岡芦燕 ら歌舞伎役者 を配 して上演 し、一定の評価を得た こと、また前述

の佐谷 ・島 らによる 日劇 レビューが昭和14年 か ら翌年にかけて繰 り返 し上演 されたことな ど、沖

縄の芸能を踏 まえア レンジ した作品が制作 ・上演され ることである。 こうした試みはかつてなか

ったことであり、戦前の沖縄芸能の受容の一面 として、今後詳細に検討 され るべきであろ う。本

稿では、それ らについての劇評を紹介するのみで、検討は別の機会にゆだね るが、概 して言えば、

それ らに対 しては、試みを評価 しつつ も、内容については注文をつけるとい うパター ンになって

いる。 しか し、それは素材 を沖縄の芸能に求めているが ゆえの注文ではなく、あくまで役者や制

作者に対す るものであ り、そ うい う意味か らは、沖縄芸能のア レンジな り、沖縄に素材 を求めた

創作は、'一定の評価 を得、一般にも受 け入れ られたと考 えて良いであろ う、

それ よ り、指摘 しておかなければな らないのは、このような試みは、 ビジネスとして売れるか

どうか とい う価値基準 に沖縄の芸能が組み込まれてい くことを示 してい る、 とい うことである。
、

すなわち、古典芸能大会な どはすべて民俗学 ・芸能学を中心 とす る学会の主催であ り、そこには

商品 として沖縄の芸能 を見るとい う視座は全 くなかったのに対 し、 「情焔賦」や 日劇 レビューは

制作当初か ら芸術性 うんぬんよ りも、いかに観客を動員 できるか とい う商業ベースでの判断が重

視 され ていたもの と考 えられる。そ うした価値観は、おそ らく沖縄の人々にはほ とんど意識 され

たことのないものであったであろ う。

すなわち研究対象 としての沖縄芸能 と商品としての沖縄芸能 と、対極 にあるあ り方ではあるが、

どち らも昭和10年 代 になって新たな段階に入 ってい く、その兆 しが見 られたのであったが、そ う

した試み がやがて花開 くための余裕は、すでに用意 されていなか った ことは、かえずがえす も残

念なことであった。

おわ りに

本稿は、戦前に沖縄 を訪れたヤマ トゥンチュによる沖縄芸能の見方 と、本土にお ける沖縄芸能

の公演 を観た人 々の見方 との、二つの側面か ら、沖縄の人々とは異なる視座 による沖縄芸能の見

方 を検証 し、比較 と批評の重要性、新たな芸能の創造の可能性などにふれ よ うとした ものであっ

た。残念なが ら、その 目的 を完全に満 たす ものにはな り得ていないが、従来あま り知 られていな

かった資料 を発掘 し、提示できたことにより、研究の進んでいない領域に、ある程度は新たな光

を当てることがで きた。 ただ し、本土における公演の資料の大半は東京におけるものであ り、沖

縄県人 の多い大阪や、その他の地域 における資料はほとん ど見られない点、偏 りがあることは否

めない。また、本土在住のウチナー ンチュの残 した文章については、本稿 では扱わなかったが、

それ らも含めると、また違 った視座か らの見方を知ることができよ う。

今後は、そ うした点をふまえて、さらに資料を充実 させ ることにより、戦前の本 土における沖



縄芸能の受容について総合的に明 らかに したい と考えている。その総合性 には、沖縄文化の評価

の時代 としての昭和戦前期 とい うとらえ方、美術 と芸能の連関を通 して芸術全般の中での沖縄 芸

能の位置付 け、国策が らみの 「南方」への関心、 この時代の中国 ・朝鮮 半島の芸能の受容 との比

較、民俗学における舞台芸術の扱い方、現代におけ る沖縄芸能の受容のあ りかた との比較な ども、

その要素 として挙 げられる。

それに しても、なぜ昭和戦前期なのか。それは国立劇場お きなわが開場 し、沖縄芸能の保存 ・

継承 と研究の一段の向上が求め られ 、かつ沖縄芸能に対す る評価が極めて重要な課題 となってい

る時機にあた り、かつて、その課題がまさに多 くの 目に触れ ることにな った昭和戦前期 を知 るこ

とが大いに参考になると考えるか らである。その ことをも指摘できれば幸い と考えている。

本稿 は、2005年1月21日 に開かれた沖縄芸能史研究会第321回 例会(於:那 覇市〉において行

った研究発表を基 に成稿 した ものである。発表の機会を与えて くだ さった同会会長當間一郎氏に、

衷心より感謝 申上げます。また、発表の折に種々 ご意見を下 さった会員 ・出席者のみなさん、な

らびに資料収集にご協力下 さつた諸機関 と、と りわけ友人神崎忠昭氏、崎原綾乃氏に心か らお礼

申上 げます 。
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